





















































































































































































































































































身長 11歳10歳 9歳 14歳13歳12歳
体重 11歳10歳 9歳 15歳14歳13歳
胸囲 13歳11歳10歳16歳14歳14歳
座高 11歳10歳 9歳 15歳14歳13歳
（文部省統訂）
じものである。古代と現代のこの2人の赤ん
坊はまとっているものを別にすれぽ見分けが
つかず，どちらも人間としての種の可能性は
すべて持っている。ところが成長しておとな
になると全く違ってしまう。一方の旧石器時
代人はせいぜい狩をしたり食物を採取し粗雑
な石器を使って食事をし，世界を魔術的にと
らえて祈りを捧げるのが生活の全容であった。
一方現代人はまだまだ開発さるべき能力は無
限に残されていることを予測させるかのよう
に，畑なしに野菜を作り出し，無人のロボッ
トに自動車を作らせ，地球圏から出て月世界
に軟着陸することもできる。人間と他の哺乳
類との生活形態を異ならせている心理的行動
的特質については，たとえぽルナー（1．M．
Lerner）は以下の点をあげている（2）。まず高い教育の可能性，同時代人や子孫との交信能力，拡大
された時間感覚，自己意識，自己の発展を計画し目指す可能性，そして物理的環境を統御する能力
である。つまり一方はこれらの能力，特質をかなりの程度まで実現しているが，一方は開発が始ま
ったばかりで，今に至るまでには長い長い過程が積み上げられなければならなかったのである。
　しかしながらこのように二つの時代をへだてた2人の人間の場合には，持てる能力の開発の点で
はあまりに大きな開きが目立ってきたが，既にみてきたようにこの人間という種は，それ以前の数
えきれない長い長い連続的な自然淘汰の結果として，ある特性が適応的か不適応かを決定する環境
からのフィードバックにより無限の突然変異を積み重ね，やがて生命が生じ，その進化のある頂点
として姿を現わしてきたものである。したがってこの種としての人間の特性には，進化の過程の先
祖としての下等な生物時代に持たれていたものも残存し，その特性を共有し，またそれらの生物に
はみられない人間にのみ特有な独自の特性がつけ加えられ，備わってきているとみるのが適切な考
え：方といえよう。
（ll）　心理学者達の解釈（仮説）
　　　　　　　　　　　　　　　1．　レンプラインらの解釈
　中部ヨーロッパ，特にドイツの心理学者の中には，このような考え方にたって，今でも人間の心
理的特質は発達的には大脳の発達過程に沿って三つの層構造をなして発達していくという発達観に
たつ人が多い。このパーソナリティの層理論の多くは，比較解剖学や脳発達の発生史的経緯に忠実
であろうとし，生物学的に方向づけられており，個人を1個の全体としてみている。層という用語
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は元来地質学からとられたものだが，むろん心理学においては層間の関係は力動的であって地質層
のように静的なものではない。たとえぽレンプライソ（Remplein，　H）は1956年の論文でパーソ
ナリティは次のような三つの層からなっていると仮定している㈹。
　最下層は身体機能に関する心理過程の部分で，「（a）呼吸，飢え，渇き，性，攻撃などの生命を保
つための本能。（b）休息，睡眠，活動，遊び，苦痛回避，危険の回避，暑寒の回避，排泄などの安全
にたいする身体的要求。（c）感覚，知覚，連合的記憶のような身体器官に依存する心的機能。（d）消化，
呼吸，循環，体温のように妨害をうけたときにのみ意識に上る自律的な過程」と，以上の四つの動
物の世界に共通する生命的要求の層からなっている。次の層は内部感情層で，「身体の器官や機能
に直接的に依存していない情緒，たとえぽ空想，興味，心構え，讃美，愛，熱情，憎しみ，疑い，
希望などの情緒の発生源である」。そして人格的上部構造は，人格層，つまり認知や意志を司どる
自我機能の層で，「ここに，下位の層の衝動や動機やエネルギーを支配し選択し，特定の行動様式
へと方向づける「自我中心的活動」の座がある」ということになっている。
　レンプラインの層理論では，心理的な組織やその機能の発達は連続的，漸次的に増大するのでは
なく，むしろ古い層の上に新しい層が重ねられてゆく過程で，成熟しつつある新しい層が，古い層
に浸透して，古い層に幾分独立性を残しながら，同時に新しい層の独立性を保持してゆく。新生児
は心的生活を全く持たず，ただ古い脳で生きているにすぎない，行動の大部分は反射的であって，
主として生命的要求の充足にかかわっている。乳児期にあっては生命的の層が最初に発達するが，
この時点では内部感情層や人格層はまだ薄い層でしかない。しかし生命要求層が完全に発達してし
まう前に内部感情層が発達し始める。それに続いて人格層が発達してゆく。新しい脳は，その認知
的，意志的機能とともにゆっくりと成熟し，大脳皮質が統制的，制止的器官として作用するまでに
は長い時間がかかる，
　レンプライソは以上のように乳児の原始的な生命層は，高次の層がそれにとって代りはじめると，
もとの性質はそのまま保持されるのではなく，高次の層が影響し新しい機能を付加して変わってい
き，新しい機能が，古い機能から心的機構の指導権をひき継いでゆく。これは原始的な動物生活の
本能行動が，より高等な動物生活の増進した適応性と知能に席を譲るという脳発達の発生史に似て
いる。人類ではごく僅かな本能が残ってはいるが，新しい状況に適応する大きな能力が備わってい
る。レソプライソの発達理論はこのように大脳発達の発生学的概念に基づき，生物学的な成熟過程
のみが普遍的で輪郭のはっきりとした発達段階や位相のパターソを生みだしうるが，むろん生得的
な傾性は環境とは不可分に依存し合っている。生得的な傾性なしでは発達は存在しないが，環境な
しでもまた何も生まれてこない。発達のこの二側面の一方だけを絶対的なものとする理論は一面的
で誤っており，一方を措いて他方だけを考えることはできない関係にあるといっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　2．人間主義者の主張
　このように人間の心理的側面，人格構造を生物進化の過程に基づいて，動物的な下層から人聞個
有の上層部という層構造でとらえようとする考え方は，マレー（Murray，　H，）やロジャース
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表3社会的動機のリスト
おもに事物
と結びつい
た動機
大望，意志
力，達成，
および威信
の動機
獲得動機　所有物・財産を求める動機
保存動機
整頓動機
保持動機
収集，修理，掃除，貯蔵す
る動機
配列し，組織し，片づける
動機
所有を続け，集め，惜しみ，
節約し，けちになる動機
構成動劇繍・漣設す・動機
麗動劇馳・たつ轍
達成動機
承認動機
顕示動機
保身動機
劣等感回
避の動機
防衛動機
中和動機
障害に打ち克ち，力を発揮
し，できるだけよく，かつ
早く困難なことを成し遂げ
ようと努力する動機
賞讃を博し，推挙され，尊
敬を求める動機
自己演出し，他人を興奮さ
せ，面白がらせ，感動させ，
驚かせ，ハラハラさせる動
機
中傷されず，自尊心を失う
ことを避け，良い評判を保
とうとする動機
失敗，恥辱，軽蔑，潮笑を
避けようとする動機
非難または軽視に対して自
己を防衛し，行為を正当化
せんとする動機
再挙報復によって敗北に打
ち克とうとする動機
人間の力を
発揮し，そ
れに抵抗
し，または
屈服するこ
とに関係の
ある動機
他人または
自己を損傷
することに
関係のある
機動
他人との愛
情に関する
動機
その他の社
会的動機
支配動機
服従動機
模倣動機
自律動機
反動動機
攻撃動機
他人に働きかけ支配しようと
する動機
優越老を嘆賞し，進んで追随
し仕える動機
他人を模倣し，競争し，同意
し，信じる動機
影響に抵抗し，独立しようと
努力する動機
他人と異なった動作をし，独
自的であり，反対の側に立つ
動機
他人を襲撃し，損傷し，人を
軽視し，傷つけ，悪意的に嘲
笑する動機
離動機澤麟甘受し， 自己を卑下
非難回避
の動機
衝動を抑制して，非難，追放，
処罰を避け，行儀をよくし，
法に従う動機
緬轍1友情と交友を作・轍
拒絶動機
養護動機
他人を差別し，無視し，排斥
する動機
他人を養い，助け，保護する
動機
求援動機僻る雛同情を求め・依
澱動機階翻嫌変化慰安
求知動機隊求順問，好奇の轍
糊醐撫織欝謝解
（Murray，1938．村田孝次，1979）
（Rogers，　C．），マスロー（Maslow，　A。）らの人間の社会的動機が階層体系をなしているという
考え方にも顕著にみられる。社会的動機というのは，何らかの形でその生物の他のメンバーが関与
しているような動機のことで，ホワイト（White，　R．）が1960年に人間の子どもの行動を理解する
ためにはどうしても必要なものとして，環境に影響力を持ちたいと望む内発的動機を設定し，エフ
ェクタソス（effectance）の概念で表わそうとしたものが最もよくその特徴を現わしている。マレ
ーは1938年既に面接，質問紙法，投影法などを使って表3に示すように人間の社会生活に必要かつ，
存在する社会的動機を丹念にリストアップしている。その結果，これによって臨床と実験の両分野
で，ある人物と他の人物を社会的動機づけの特微の面から区別する有効，かつ便利な語彙が与えら
れることになり，この面からの人間の研究を刺激することになった。
　これら社会的動機の存在を認め，設定しようとする見解は，人間にも動物と同じような弱肉強食
的な相争うみにくい動機がある。長い間むしろそのようなみにくい動機の支配する社会が続いてき
たが，人間には逆にそのようなみにくい動物的な動機をコントP一ルする動機も進化させてきた。
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すなわち人間は他の動物と違って機会さえ与えられれば，最高級の思考，想像力を働かせて，人道
主義博愛主義を表明するだろう内発的動機づけの体制を本来持った存在であるという人間性への
信頼感の上にたっているといえる。このように人間の動物との違いをことさらに強調することか
ら，このような立場は人間主義者ともいわれている。こうした見解を最も明確に述べたのがロジャ
ースやマスローであるω。ロジャースはこうした動機づけが存在し，強く働く例として青年をとり
あげ，青年は親といれぽより安全で安楽であるにも拘らず，それを棄てて敢えて独立性を探し求め
る。むしろそれが青年であることの証しにすらなっている。さらに人間は自分が信じる一般的でな
い主義のために，自己の安全，安楽を犠牲にして敢えて危険に身をさらそうとする。これこそ，生
得的な自己を実現しようとする動機が，個性化と高度な発達を求めさせる有力な証拠だと言ってい
る。こうした，人間が自己を実現しようとする，強く高い達成動機を本来持って生まれてくる存在だ
とする見解は，さらに，後述するような人間の新生児の研究が進むにつれて，一層有力な裏付けを
得つつあるようにも思われる。すなわち新生児は，従来考えられていたよりもはるかに程度の高い
驚くほど有能な生活体で，生まれて間もなく自ら学びたいと望み，また自ら学んだことを喜ぶ存在
であることなどが解ってきているからである。
　その後これら社会的動機は，フロイトが主張した
危険回避や感覚的快楽追求のような生物が共通に共
有する自己保存や種族保存本能を最下層とし，以上
のような人間にのみみられる固有の達成，自己実現
の動機を最上層とする階層的体系をなしていると考
図5動機の階層
達成・自己実現の動機
威信・自己評価の動機
愛情・所属性の動機
安全・不安回避・攻撃の動機
生理的動機
（Maslow，1954，村田孝〉欠，1979｝
えられるようになった。図5に示されるように動機を階層的にみようとする最も大きな理由は，一
つの動機が充足された時に，他のどの動機が行動を支配するかは，歴史的に見ても，現実生活でも
階層的に決定されているように見えるからである。図は1954年にマスローが階層づけたものである
が，歴史的に見ても穴居生活をしていた原始時代の人間は，飢餓から逃れるための，生物学的に最
も基底にある「生理的動機」のために，次の段階の「安全・不安回避」の動機は犠牲にして敢えて
危険や不安に身をさらして狩猟をした。しかし農耕や飼育によって食物を自分の手で自由に作り出
す方法を見つけだすと，彼らの行動は危険や不安から身を護ることに強く動機づけられるようにな
り，これが十分に充たされるとともに，いわゆる人間的な社会的動機の行動支配が実現されるように
なった。彼らは家庭を築き，村を作り，共同生活を営むようになり，「愛情とか所属性」の動機づけ
が芽生え，さらに「威信や自己評価」への動機づけが形成された。その結果初めて自我の形成の方
向へと動機づけられるようになったのであって，「達成ないし自己実現」の動機は，社会的動機の頂
点と考えられている。そして産業社会心理学者らによると，前世紀の産業革命に伴う政治体制の変
化が，人間観を大いに進化させた（5）。すなわち1部の自己実現意欲に強く動機づけられたエリート
と，その統制に従う大衆という図式（いわゆるX理論）から，すべての人間は同じように向社会的
に動機づけられた，自己実現欲求を持つ複雑な存在であるという考え方（同Y理論）に変化させて
きたというのである。つまり人間社会はこの層構造観からすれば，最上層が支配するところまで進
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んできたというのである。次にこの主張についてシェインの「組織心理」学から少しみてみよう。
　　　　　　　　　　　　　　　3．　産業社会心理学者の主張
　人間の行動は，「その人の意図，その場の状況についての見え方，状況と，その状況内の人々につ
いてのその人の考え方や信念」などに基づいて決まる複雑な産物である。それでは「人はどのよう
にして状況を知覚し，何をもとに状況に意味を持たせ，また人々の個人的態度や価値観は，そのよ
うな知覚や状況の意味づけ」にどのように影響するだろうか？　産業社会心理学者の教えるところ
によると，産業社会の組織における管理者と労働者との間の行動を決定している人間観がここ1，
2世紀の間の産業社会の急激な変化によってたいへん変わってきた。つまり人間観が管理者の側か
ら分析すると（1）「合理的な経済」人の仮説から，②「社会」人の仮説を通って，（3｝「自己実現」人
の仮説へと一般的には移ってきたという。このような人間観の変化は，たとえば地域によって大学
生の間でもかなり異なった人間観の傾向がみられることからも知られる。すなわち前世紀の先進諸
国の貴重な体験によって，人間観にも重要な進化がみられたが，すべての国々に一様に，このよう
な人間観の進化が既に生じているというわけではない。だからたとえば第2次大戦前のヨーロッパ
におけるドイツやイタリヤの行動や，東洋における日本の行動，さらにはソヴィエトのスターリソ
時代の行動は，進化した先進諸国の人々の人間観からすれぽ，それぞれに異様な時代錯誤の行動に
写ったというわけだ。そしてヨーロッパにおけるドイツやイタリヤでは，ソヴィエトや日本などと
は違って自国の中でも広い範囲のこれらの時代錯誤の人間観に対するレジスタンスが組織されえた。
また第2次大戦を経過した世界では，この人間観の変化は一層一般的広範囲に受け入れられ浸透す
るようになったから，たとえぽ南アフリカの行動やカンボジヤのポルポト政権やイラン・イラクの
行動，さらに近くは共産国中国の天安門事件等は，一層世界の人々にとって時代錯誤の異様な行動
に写っているといえるだろう。世界中で抗議の声があがったのは当然である。そしてその傾向を最
も象徴的に示しているのが現下の東欧，ロシヤ情勢である。ということは，このような産業組織の
中にある人間の行動を決める人間観は，それぞれの社会のより基本的な政治制度を反映する傾向が
あるということでもある。
　ところで産業社会心理学者によると，われわれの人間観は，歴史的にはシニカルなものから理想
主義的なものへ，単純から複雑な見方に移ってきているというが，それが前述の三つの人間観仮説
の変化によって明確に示されるというのである。
　「合理的経済」人というのは，資本主義拾頭期の自由放任経済を覆う考え方で，人間は自己利益
を最大にするよう行動するという快楽主義の哲学からきている。売手と買手の関係は統制を加えず
放任しておけぽ，それぞれが利益を追求して自らバラソスがとれてくるという考え方にたってい
る。この種の管理者の人間観の変化の研究のリーダーのひとりであるマッグレガー　（McGregor，
D．M．）は，こうした時代を支配していた労働者を管理する組織者の人間観の特徴を分析した結果
を，次のようにまとめている。
　a．従業員は本質的には経済的刺激によって動機づけられ，その経済的収穫を最大化するよう行
一10一
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　　動する。
b．経済的刺激は組織によって統制されるものであるから，従業員は本質的には組織によって操
　　られ，動機づけられ，統制される受身の存在である。
　c．人間の感情は本質的に非合理的なものであるから，自己利益の合理的な計算が感情によって
　　妨げられないようにしなけれぽならない。
　d．組織は，人間のこのような非合理的な感情の影響力を少なくし統制するように設計すること
　　ができるし，またそのように設計されなければならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（X　理　論）
　e．人間は生まれつき怠け者であり，したがって外から刺激を与えて動機づけなけれぽならない。
　f．人間の生来の目標は組織のそれと相反するものである。したがって，人間を組織目標の達成
　　に協力させるためには，外部からの力によって統制しなけれぽならない。
　g．人間はその非合理的感情の故に，基本的には自律および自己統制が不可能である。
　h．　しかしすべての人は，2つのグループに，すなわち，（イ）上に略述した仮説にかなったグルー
　　プと，（ロ）自分で動機をもち，自己統制が可能であり，自分の感情に比較的左右されないグルー
　　プの2つに大別される。後老のグループこそ前者のグループを統制する管理者の役割を受け持
　　つべきである。
　マッグレガーは，後に自らが加えた後半分を特にX理論と呼んだ。
　こうした労働者が産業組織に対して賃金しか期待していないという，いわぽアメとムチによる経
営戦略に基づく管理者の考え方に一撃を加えたのが，有名なホーソソ研究であった。イリノイ州の
電気会社のホーソン工場では，1920年代後半に女子の組立流れ作業集団について，労働時間，休憩
の回数と長さ，照明の改善，会社もちの昼食，その他の「非人間的」環境要因が生産にどのような
影響を及ぼすかを見究めるための一連の研究が行われた。その結果仲間に受け入れられ，すかれた
いという欲求は，前述の経済的刺激よりも重要であるという劇的な事実が明らかとなった。そして
女子労働者は賃金のために競争させられることに抵抗し，もし競争させられると，他の人々と連帯
して仕事を加減し，しかもお互いに敗老となる脅威をも上手に処理することも解った。続いて行わ
れたイギリスのトリスト（Trist，　E．）らの，石炭産業の男子労働者の技術変化に伴う集団組織の
変更についての研究でも，同じような結果がみられた。すなわち採炭はきわめて危険な作業である
ことから，チーム・メンバーの間にはそれだけに一層強い連帯感が生まれていることを証明するも
のであった。彼らが作る非公式組織は，組織のメンバーの情緒的欲求をみたす重要な役割を果たし
ていた。オートメーション，または機械依存の傾向が強まるなかで，新しい労働文化と新しい管理
技術が次第に必要になってきていることを強く示唆するものであった。
　この二つの古典的研究から得られた知見から，メイヨ（MayO，　E．）らは，前述の「合理的経済」
人とは全く違う，人間性に関する「社会」人の仮説を，次のように展開した。
　1．　人間は基本的には社会的欲求によって動機づけられ，仲間との関係を通して基本的な一体感
　　をもつ。
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　2．産業革命に伴う仕事の合理化の結果，仕事そのものから意義が消えうせ，したがって，仕事
　　における社会的関係の中に意義を求めざるをえなくなった。
　3．　従業員は管理者が与える経済的刺激や統制よりもむしろ，仲間集団の社会的力に敏感である。
　4．従業員は，監督者が部下の所属，受容および一体感への欲求を充足しうる程度に応じて管理
　　者に感応する。
　後になってこうした人間観の仮説は，日本，メキシコなどの家父長的管理者の労働者との社交に
多くの時間をさき，情報をとり，部下の気持を知り，直接命令しないで影響を及ぼす非公式な機会
をふやすために，部下とよく夕食に出かけたりする経営戦略に現われている。日本の終身雇用制も，
安心感と一体感を与えていると指摘している人もある。
　ところでホーソン工場やトリストの研究らから明らかになったことは，人々が社会的欲求を持っ
ているということの他に，人々にはまた自分の仕事にやり甲斐と意義を見出したいという欲求も強
いということであった。事実アージリス（Argyris，　C．）らは，労働者は仕事があまりに単純で意
義がないと，管理者をだし抜いたり，仲間と結託したり，仕事を少しでもやり易くするため風変り
な道具を作ったり，仕事をのがれるために手の込んだ計画をたてたりする。その中にはたいへん創
造性に富んだものがあり，また興味深いことに管理者が決めた通りに仕事をする場合よりもむしろ
精力を要するものがあり，意義を見出すためにはまさに労をおしまないものであることを見出した。
　すでに述べたように現代の流れ作業方式による組立作業や，ロボット等の使用によるマス・プロ
ダクション方式は，人々の間の社会的関係を破壊するだけではなく，もっと重要なことは，それが
しぼしぼ仕事から意義ややり甲斐を奪い去ることである。だからもし労働老の仕事への関心が低い
としても，それ自体は自己実現への欲求が低いということの証明にはならない。事実，合理的経済
人の仮説に立つことの大きな危険は，労働者がその通りになってしまったことであった。それと同
じように，労働老はやり甲斐や意義を仕事に求めるべきではないことを学ぽされてきたからこそ，
そのような期待を持たなくなっているだけである。すなわちもし組織がこれまでの2つの仮説のい
ずれかによって作られると，労働者に子どもの特徴である依存的で受動的に振舞うことを期待する
ことになる。したがって労働者が反逆的で感情的で，組織目標に無関心ないわぽ反抗期の子どもの
特徴で答えるのも何ら驚くにはあたらない。
　マッグレガー，アージリス，マスロらは近代産業の仕事の多くは，断片的に専門化され，労働者
はその能力や技禰を成熟した生産的な方法で使えないし，自分がしていることと組織全体との使命
との関係も理解できなくなっていることを明らかにした。こうして人間性に対する新しい仮説，す
なわち「自己実現」人の仮説が形成され始めたが，それはマッグレガーが前述のX理論に対してY
理論と呼んだものに最もよく表現されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y　理　論
　a．人間のモチベーションは階層をなしている。最も基本的なものからならべると，（1）基本的生
　　理的欲求，②存続，安全，保障への欲求，（3＞社会的・親和的欲求，（4）自我満足および自尊の欲
　　求，（5泊己実現の欲求，つまり，自分の才能や資質のすべてを最高度に活用したいという欲求
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　　である。最も基本的な欲求（食，飲，睡眠）が満たされると，より高次の欲求を満たすために
　　エネルギーが使われる。「才能がない」と思える人でも，他の欲求がある程度満たされると，
　　仕事に有意義感と完成感を求める（Maslow，1954：Hughes，1958）。
　b．人は仕事の上で成長することを求め，かつ成長する能力を実際にもっているが，この成長と
　　は，ある程度の自律と独立を行使し，広範な時間的展望をもち，特殊な能力と技偏を伸ぽし，
　　環境への適応に際しての柔軟性をのぼすことを意味する（Argyris，1964）。
　c．人間は本来的に内的に動機づけられ，自己統制的である。すなわち，外部から課される刺激
　　や統制はむしろ人をおびやかし，適応を未熟ならしめる（Argyris，1964）。
　d．　自己実現と組織を効果的に運営することとは，《本来的に》は矛盾するものではない。適切
　　な機会さえ与えられれぽ，人々は自発的に自己の目標と組織の目標とを統合するであろう
　　（McGregor，1960）。
　前述の合理的経済人と社会人の仮説が，労働老の業績に対して経済的ないし社会的報酬という外
的報酬を与えたのに対して，自己実現人の仮説は，完成のよろこび，能力の発揮という内的報酬を
与えようとするところに現代の学習理論，動機づけ理論の発展の方向とも合致している。
　これらの心理学者たちの主張の重要な点の一つは，生物学的により基本的でより低い動物的な動
機が充足されないうちは，より高い人間的な動機が行動を支配することはない。すなわち，戦争そ
の他によって食料の不足が起これぽ，より低い動機が喚起され，高度の社会的動機は追放され，人
間性を人間から奪うという結果を招く。これはナチスや日本の軍隊さらにはターンブルの報告した
イク族，最近までの東欧，その他の例ではっきり示されているというのである。
　　　　　　　　　　　　　4，　フランクル（実存主義者）の主張
　これについてはナチスのユダヤ人虐殺施設アウシュビッツの奇跡的生存者フランクル（Frankl，
V．）のように，収容所の極限状況でもなおガス室に送られるまで人間らしい気高い態度を失わなか
った人や，現代でもガンのような不治の病にかかって死を待つばかりの人の中にも，最後まで希望
に満ちた心のゆとりを失わないで生きぬく人々のあることを指摘している人もある。彼によると人
間を動かしているものは，フロイト（Freud，　S．）のいう身体次元の「快への意志」とアドラー
（Adler，　A．）のいう心の次元の「権力への意志」と，精神（ロゴス）の次元の生ぎる「意味への
意志」の3つである。この3つの違う次元を持つ統一体としての人間の努力の目標は，むろんでき
るだけ多くの価値を実現させる，生きる意味の追求にある。ところが生まれながらに本能や衝動に
よってなすべきことの多くを教えられる動物と違って，現代の人間の青年は伝統や価値体系の崩壊
によって生きがいを教えられ，体得することが極めて困難になっている。そのためともすれぽ実存
的虚無に落ち入り，フロイトの主張する低次元のポルノ化やアドラーの主張する低次元の競争原理
の強化で低次元のあがきが起こり，他人のしていることをしたいと望む画一主義や，他人がしてほ
しいと思うことをする全体主義に走らされる危険が生じている。したがって人生の意味と価値を分
析して精神的なもの，意味的なもの，すなわちロゴスに訴え，いかなる苦悩の中にいようともなお
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人間としての責任と自由を持ち，愛や価値や意味を求める可能性が残されており，その実現への通
路を見つけ出そうとする意志を呼びさますことが必要になっていると説くのである。
　この観点からすると，前節で述べたターンブルが調査研究した結果を報告しているイク族の生態
は，人間観の進化を経験していない集団内の人間が極限状態一つまり文明人の侵入によって狩猟
の場が失われ，つくりあげていた社会的伝統が崩壊し，すなわち人間らしく生きる目標を体験でき
なくなってぼらばらの状態におかれると何が起こるかを教えているといえるかもしれない。自分の
みが生き残り，生き永らえることだけに関心を持ち，野生のままの弱肉強食となり，人々は人が死
ぬのを喝采して喜ぶようになったという。つまり人間観が進化する中で，ドイツはそれに抗して2
回世界戦争を起こした。フランクルの師である，フロイトとアドラーも，ともにその2つの戦争の
ただ中で悩み生き，独特の人間観を展開した。フランクルは，いわぽその最後の人間観の交替の場
を生き抜いた生き証人ということになるかもしれない。
　むろんこのように社会的動機生得説に対しては，生得的なものは一切認めず，社会的動機は飢え，
渇き，欠望等いわぽ身体的動物的次元の一次的動機の満足と結びつく，つまり条件づけによって派
生してくる2次的動機とみる伝統的な学習心理学の考え方がある。この関係については，この論文
のさまざまの個所でたちかえりたえず考察されていくことになる。フランクルやターソブルの例は，
その重要な接点を示唆しているといえるかもしれない。
　　　　　　　　　　　　　5．解きあかされつつある遺伝のしくみ
　ともあれ以上のように人間が生物，特に周辺の動物といわぽ親戚関係にあり，それらの下等な動
物から進化してきた，いわゆる万物の霊長であるという観点は，人間発達を解き明かしていく核心
であることは誰しも認めるようになっている。したがってまた機会さえあれぽ，元の出身者，動物
の状態にともすれば先祖返えりしそうになる，いわぽ弱い存在であることもまた誰しも認めるよう
になっている。
　その人間といわれる生物が，現在のような進化した状態で最初に地球上に現われた歴史上におけ
る厳密な点は，人間という存在の定義の問題とも関連してくるが，初期の人間は今から50万年，い
やそれ以前の氷河期に現われ，今から1万年前に現在の人間の状態まで進化したとみられている。
人間の心理的特徴の1つは，前述のフラソクルも主張しているように意味を求める，特殊な考える
葦である。したがってどうしても自己および人間の存在そのものに特殊な意味を持たせ，生命現象
に物理，化学現象以上の意味を与えがちである。生命現象に未知な領域がたくさんあった時には特
に，しかし現在なお残された未知の領域は決して少なくないのでまだまだ，どうしてもそこに神秘
的な特殊な意味を求めたがる。こうしてダウィンの進化論は発表当時はむしろそして特に宗教世界
から強い攻撃と迫害を受けた。が，それを受け入れた科学の世界の努力，そして最近の遺伝学や分
子生物学が生命現象を物理，化学的現象として一歩一歩解明していくごとに，生命の神秘のヴ＝一
ルが急激にはがされ，消えてきており，そのピッチは急激に早まってきたといえるであろう。
　以上のように生命の誕生も物質進化の延長線上に起きたできごとであり，生命の進化は後述する
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ように遺伝子DNAの複製過程で起きた偶然の事故の集積がもたらしたもの，その進化の頂点にた
つ人間の心理精神世界も，物質の「偶発的な事件の計算しきれないほどの総和の産物」と解釈される。
　こうしていまや人間が問い続けてきた生命論，人間論という最も古い哲学上の謎が，生命科学上
の問題へと急激におきかえられつつある。人間発達の遺伝と環境の問題も，遺伝のしくみの方から
急激に解明され始めているといえるのである。この遺伝のしくみについては，むろん遺伝される環
境の存在が不可欠なのだが，そのしくみで現在までに明らかになってきていること，特に日本出身
のノーベル賞受賞者利根川博士らによって重要な発見と示唆がなされ始めていることについては後
でやや詳しく考察してみたい㈲。その前に系統発生的に人間に近い動物と，人間の発達過程の類似
性についての最近のめざましい研究の進展について，しぽし眼を転じなけれぽならない。
（皿）　ローレンツとハーロウらの動物実験
　　　　　　　　　　　　　　　1．　比較類推研究の前提条件
　前稿（紀要第28冊）で述べたように，ここで問題としている母子分離とその影響についての厳密
な実験的研究に必要とされる条件は，人間の生活領域で得ることはむつかしい。皇帝フリードリッ
ヒ2世が行ったような，子どもの発達に重大な影響を残すような実験は，倫理的理由から今日では
とても許されないことである。にも拘らず最近40年間の研究は，初期新生児期から幼児期の母子体
験，なかでも母子分離が子どもの人格発達に重大な障害を与えるという点では一致してきている。
子どもたちのその後の長い発達が望ましいものとなるよう祈願する発達心理学者にとっては，そ
の土台となるこの時期のさらに詳細な情報がどうしても必要になっている。しかし詳細に検討して
みるとわれわれのこの点についての知識はまだ多くの点で欠けており，一層悪いことに同じように
見える条件下の研究でも，結果は必ずしも同じようにはなっていないことを認めないわけにはいか
ない。このことの原因は主としてこれまで使用されてきた研究方法が臨床的観察にかたより，実験
的研究が少ないことで，臨床的観察は経験的調査による不十分な証明しかできない。たとえぽ母子
分離の状況にある個々の子どもの直接的な臨床的観察をするならぽ，母親不在の影響について比較
的異論の余地のない証明がなされるだろうが，その影響の効果をみるため過去にさかのぼる必要が
生じたり，予測された結果が現われるのに時日を必要とすれぽする程，臨床的研究で得られる結果
は不正確なものとなり，証明的価値は減少する。過去の隔離の状態は詳細に確認されえないし，研
究者も被験老も必要やむをえず事実にかえて幻想を持ち込む可能性が少なくない。一方入念な研究
計画をたてて，たとえぽ多くの仲介変数をできるだけコンスタントに保つ縦断的研究を行う場合で
も，最初の結果が出るには長い年月を要しがちである。人間の生活は実験とはかかわりなく進行中
なので，そこに入ってくるはじめには考えられなかった要素が多々生じ，またひとりの研究者がそ
れに四六時中はりつくことは極めて困難である。そのため研究チームが拡大されたりするので，実
験的人為的に統制されていないこの種の研究では，その研究の確実性はそれだけ少なくなる。
　母子分離の厳密な実験的研究に必要とされる条件は，人間の生活領域の実際の場面では，まず第
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一に倫理的な観点から，そしてもう1つは人間生活が複雑で予測されない仲介変数が入ってくるの
で，それに近い条件を作ろうとしても，明確に設定することはどだい無理な点がある。しかし人間
の心理的発達の研究上のこのような倫理上，およびさまざまの予測されぬ仲介変数介入の複雑さか
らくる困難は，もしわれわれが系統発生的には親戚関係にある，動物との比較的考察において研究
するならば，かなり補われるかもしれない。たとえば隔離の影響を1年，あるいは2年後に調べる
ために，生後6か月の人間の乳児をローレンツ（Lorenz，　K．）やハーロウ（Harlow，　H．）が動物
でやったように母親や仲間から全く分離したり，あるいはフリードリッヒ2世が実際にやったとい
われる例にならって暗い人工照明の牢獄に閉じこめ，代理母の愛情表現を全く禁止させたりするこ
とは倫理上決してできない。しかし初期の子にとっての母親という存在の条件の意味について知ろ
うとするならぽ，まさしくこのような厳密な実験条件の設定は，とても魅力的である。むろん動物
保護規定の許す範囲内であるが，動物の条件では，人間の場合には許されない，またそれ故に不可
能な多くの仲介変数をまさに自由にコントロールすることによって，知ろうとするものによって決
定された隔離体験を意図的に動物にさせることができる。似た条件の動物群を任意に選び，加えら
れる仲介変数を適当に変えて結果をくらべることも自由自在である。そして研究開始後も研究効果
をあげるために，研究条件に変化を加味することも自由にでき，まさに研究者にとって実験的研究
の醍醐味を味合うことができる。
　さらに動物の研究の場合には，出てくる結果を分析する場合の時間上の難点も本質的には解決さ
れる。後述するように人間の遺伝子の研究の突破口を開いたファージーや細菌はもとより，人間の
抗体研究に新分野を開いた利根川博士が使ったマウス程ライフサイクルは極端に短くはないが，動
物は人間より著しく短い幼児期を持ち，より急速に成長するからである。さらに動物たちは一般に
成熟した状態で（人間の子は1年早く生まれてくるというボルトマンのいうように）この世に生ま
れてくるから，既に生後1日目で研究を開始することを可能にしている。これらの好条件によって，
彼らの存在は発達について研究される諸変数のより正確な評価を可能にしているのである。
　ところでこれら種々の好条件のある動物の実験心理学的研究から得られた結果を，人間心理の解
明と理解に役立てようとする時には，新しい大きな1つの困難な問題に直面する。動物で得られた
厳密な研究結果は，そのまま人間の場合の説明に使いうるのであろうか？　逆にたとえば人間の母
子分離の場合に経験的に確認されてきた1つのことが，動物の純粋に統制された実験条件のもとで
確証されれぽ，それは疑いえない1つの真理といってよいのであろうか？　この動物実験から得ら
れた厳密な研究結果をそのまま人間の行動の説明に援用してよいのかという問題は，そもそもパブ
「・フ（Pavlov，1．　P．）の条件反射学説やソーンダイク（Thorndike，　E．　L．）の道具的条件づけ等
の学習理論が動物実験の結果花々しく登場し，人間の学習過程の解明が促進されるようになって以
来の古い問題で，未だ解決されていない新しい問題ということもできよう。先きのマスローやフラ
ンクルの主張も，その違いを強調するために出てきたものであった。
　ここでちょっと前述の系統発生的にはより人間から遠い生物を使って，めざましい発展をしてい
る分子生物学の研究結果と，人間のしくみとの関係をみてみよう。たとえぽ分子生物学を飛躍的に
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発展させることになった遺伝情報（自己複製情報）のにない手はDNA（デオキシリボ核酸）であ
り，それ以外ではないということを確証した実験で使ったのは，前述のようにバクテリヤ・ファージ
ーであった。なぜ人間とは心理的には何の関係もない，遠い存在にみえる細菌やファージーを使っ
た実験が，それ程人間の遺伝のしくみの解明にとって決定的な意味を持つことになったのか？　そ
の研究で使われたラムダ・ファージーの遺伝子は50個しかないが，人間の遺伝子は5万個から10万
個といわれている。そのような複雑な人間の遺伝子を研究することは当時の水準では不可能に近か
ったが，できるだけ遺伝子の少ない簡単な生物を使ったらよいということで，これらの細菌が選ば
れた。しかし人間の遺伝子解明の端緒となったのは，ファージーでも人間でも複雑性については極
端なちがいがあるが，遺伝の基本的しくみは同じだという前提があったから，そのまま人間に援用
され飛躍的なその後の発展が約束されることになった。したがってわが利根川博±の免疫の研究と
いうことになると，単純だから好都合だといって細菌やファージーでは解明できなかった。という
のは免疫というのは高等動物だけが持っているシステムで，動物細胞を使わないと解明はできなか
った。利根川博士のあの発見は，人間と同じ免疫というシステムを持っている動物の中では，比較
的単純でライフサイクルの短いマウスを使ったために成功したといわれる。
　このような厳密なつながりが，心理的な発達の面で，人間と同じ種の哺乳類，特に人間に一番近
い霊長類との間にあるといってまちがいないのであろうか？　たとえぽ厳密な実験的統制のもとで
行ったサルの分離実験で得られた興味ある結果は，人間の場合にも疑いなく起こりうると断定でき
るであろうか？　さまざまの似た事例を見つけ出してその間にかなりの類似性がみられる時，直ち
にその関連性を断定してよいのであろうか？　レンプラインやマスローらの脳構造の進化と心理的
な発達の類似と差異の指摘を待つまでもなく，これらの生物間の心理学的比較をする場合にはこの
ことをたえず念頭においておかねぽならない。しかしわれわれが人間の子どもについてのあまり厳
密とはいえない臨床的観察から得た結果と，厳密な実験的観察から得られた動物の結果との類似性
といわず，本質的な差異の発見ですら，この子どもにとって重要な発達条件の解明に新しい光を投
げかけ，問題提起をし，考察のための有力な手がかりを与えてくれるであろう。以上のことを念頭
におきながら，まず系統発生的には人間とは比較的遠い離巣性の鳥類を中心として展開された，ロ
ーレソッの有名なimprinting（刻印づけ，すりこみ）の研究からみてみよう。動物とは違う人間
だけにみられる学習理論のめざましい最近の解明も，前述の単純な動物実験から得られた学習理論
が突破口となり，それが下地となって類似と差異が問われてきたからともいえるのである。
　　　　　　　　　　　2．　ローレンツらのインプリンティングの研究
　特定の解発因による動物の反応性は，多くの場合生得的なものであるが，社会的動機を誘発する
刺激の重要な特性が，生後間もない影響され易い特定の時期に習得される場合のあることが解って
注目されている。たとえぽ鳥類や哺乳類の多くの種では，子が母親に追従反応を起こすが，それは
子が生後間もない特定の時期に目にし，追従する最初の対象が母親だからである。ローレンツが母
鳥に代ってハイィロガンのひなを育てたところ，ひなはローレソツを母鳥とまちがえて，彼が行く
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ところならどこへでも一列縦隊に並んで，一生懸命彼の後についていったのである（図6）。この
オーストリヤ生まれの現代生態学の父といわれるローレンツは，このことを1935年有名な論文「鳥
の世界の仲間」の中で，ハイイロガンのひなたちは生後間もない時期に愛着の対象として彼の刻印
を形成し，刻印づけ（imprrinting）されたと述べて一躍有名になった。
　ローレンツが刻印づけの現象を最初に観察したわけではなく，最初の組織的観察は既に1873年ス
ポールディング（Spalding，　D．）が報告している（7）。彼はニワトリのひなが卵から出ようとする瞬
間に卵を手にとり，殻を一片とりのぞき，眼をあける前にフードをかぶせた。そのフードの材料は
光を遮断するよう工夫され，この暗黒の状態にひなを1日から3日間おいた。そしてフードをとっ
た後，2，3秒手でおおっていたが，ひなは6分間文句をいいながらじっとしていた。手をはずす
と直ちに手を見て前後にそれを追従し，テーブルの上をあちらこちらと追従したのである。ところ
が4日間フードをつけていた3羽のひなには本当に面白い現象が起きた，と彼はいっている。フー
ドをはずすとひなたちは私を最も恐れ，同じようにテーブルの上で私が近づこうとすると反対の方
向にどっと逃げ，ひなは野性の鳥のようにかわるがわる机の端の窓ガラスにぶっつかった。そのう
ちの1羽は本のうしろに突進していき，ピーピー鳴いて隅っこの方にいたり，かなりの時間すくん
でいた。前の日にもしフードがはずされていたら，私のところから逃げるどころか，とんできたで
あろうから経験によるものではなく，ひな自身の体制の変化が原因と考えなけれぽ説明はつかない
わけだ。たとえばアメリカ心理学の創始者ウィリアム・ジェームスは，1890年に，スポールディン
グのひなたちは愛着（attachment）と恐怖（fear）という相反する本能を示し，これらの本能は
ともに同じ対象の人間によってひき起こされたと既に紹介している。
　以上のように刻印づけを最初に発見したのはローレンツではなかったが，早い特定の時期に一定
の対象にさらされ，追従していく時にのみ動物がその対象に愛着を示すようになるという意味で，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　臨界期に刻印づけが生ずることを初めて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　欝
　　　　　　　　　　　　　　　　騨
　　　　　　　　　　　　　　　　灘
図6ハイイロガンのひなは一列に並んで，ローレソツ
　の後に従った。（スラッキン）
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明確に述べたのは彼である。この臨界期
の前や後にさらされても愛着は生じず，
いったん臨界期が過ぎれぽ，他の種類の
対象に愛着を示すようにさせることは不
可能である。彼はさらに種によって刻印
づけする対象の範囲がちがうこと，たと
えばハイイロガンのひなは動くものなら
殆んど何にでも刻印づけされるが，マガ
モのひなは一定の高さより低く身を前に
かがめ，アヒルのようにガーガーという
音を出して動きまわる一すなわち一定
の高さで，ある種の音を発するものに刻
印づけされる。つまり種によって一定の
「新しい父親像と母親像の研究」（皿） 79
生得的な図式を持っていることを見出している。ローレソツの刻印づけについての初期の考え方は
以上のようにかなり断定的なものであったから，事実についての種々の追跡研究がなされていくに
つれ，手きびしい批判にさらされることになった。彼の最も有名な論文「鳥の世界の仲間」を公刊
してから20年後，事実彼自身もたとえばr刻印づけといってもそれはだんだんと学習とは変わりな
いものになってきたし，刻印づけはたしかに条件づけの1つの型である」といっている。しかしそ
の後の批判がどのように基本的で妥当なものであろうと，ローレンツのこの最初の偉大な貢献を否
定することにはならないのであって，「かえって高めることになった」と，たとえばスラッキン
（Sluckin，　W．）はいっている。最近のこの面の研究の発展を人間の心理との関連を念頭におきな
がら，スラッキンの「刻印づけと初期学習」から少しコメントしておこう。
　ローレソツに刻印づけされ，ローレンツにあくまで追従したハイイロガンのひなのような，未成
熟の動物の特殊な丘gure（形態）に対する強い愛着も，時がたちその動物が成長すれぽ，その対象
に接近し追従することはむろんなくなる。たとえぽある研究では，刻印づけされた鳥のひなたちは，
移動する刻印された丘gureに8週間から12週間だけ追従し続けたが，その強さもだんだん弱まっ
た。またその研究で一羽だけで刻印づけされたひなたちは，集団の中で刻印づけされたひなたちよ
りも，より強く反応する傾向がみられた。しかしだからといってそのような動物たちが成長すれぽ
その初期のこの強い愛着を，全く忘れてしまうということでは必ずしもないらしいのである。とい
うのは成熟した個体が求愛の対象を選択する行動は，時として初期の刻印づけというこの経験の影
響を受けているように思えるからである。
　たとえぽファブリシャス（Fabricius）によると，性的刻印づけは就巣性（艀化したひなは巣に
とどまってそこで餌を与えられる）の鳥，たとえぽコクマガラス，フクロウ，オーストラリヤ種の
オウム，ハトやヒワの類にはよく生ずるといわれるが，だがこの種の就巣性のひなの場合，ひなは
無力で，艀化直後から主として親や里親から直ぐに餌を与えられ始めるので，条件づけの場面が最
初から現われる。これに反して刻印づけが起こるといわれる離巣性の鳥では，艀化したひなの成熟
度は高く直ぐに巣を離れて自ら行動し始めるから，条件づけの効果か，刻印づけの効果なのかを判
定し易い。性的刻印づけは離巣性の鳥の種では，起こることは少ないという。就巣性の種では，こ
のように性的定着をも含めて愛着行動が初期の条件づけによるのか，刻印づけによるのかを判定す
るのがむつかしいという条件があるということをまず頭に入れておく必要がある。ご存知の通りこ
の分類からすると，人間の新生児は最も未成熟で，最も長い親の保護を必要とする最先端の就巣性
を具えた生物ということになる。よくいわれるようにネコの子は人間に育てられてもネコになるが，
人間の子は人間に育てられないと人間にはなれないという違いのあることを，この分類をしたボル
トマンはこ二次性の就巣性と呼んで区別している。すなわちボルトマンは哺乳類を就巣性と離巣性に
分けたが，前者はウサギやネズミのように妊娠期間が短く，多産で，生まれてくる赤ちゃんは未成
熟で長期間親の保護を必要とする。後者はウシやウマのように妊娠期間が長く，原則として一頭生
み，生まれてくる赤ん坊はすでに相当成熟し，親の保護を比較的必要としない。しかし，人間は後
者に近いのに，生まれてくる赤ちゃんは未成熟で，しかも多年にわたって親の保護を必要とする。
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ボルトマソは，これを二次的就巣性とか，生理的早産を呼んで区別したのである。このように生物
間には種によっても，種の中でもさまざまのちがいがあることは，このような系統発生的に生物間
の行動を比較類推していく時には常にたちかえり検討する必要がある。
　さて古典的研究ではクレイグ（Craig，　W．）が1908年，今は絶滅している何羽かの長距離渡りバ
トがひなの時ジュズカケバトに養育されたために，大きくなって同種のハトよりもジュズカケバト
に求愛したことを発見したフィットマン（Whitman，0．）の例についてふれている。彼はハトに
は何か特別な種類の鳥に求愛する生来的傾向はなく，食物を与えた養育者に条件づけられることに
よって養育老と同種の個体に求愛することを学習したとして，刻印づけが性衝動の方向に影響を与
えるのではないかという点では疑問は持っていなかった。彼はさらに性的に成熟するよりずっと前
の離乳期以後親バトから離され，他の仲間のハトが見えない状態で養育された4匹の雄のジュズカ
ケバトが1年後，彼らにとっては見馴れた対象の実験老の手に性反応を示したことも報告してい
る。彼らは雌ハトに会っても最初は無視した。が徐々に雌のハトを求愛の対象として受け入れるよ
うになり，正常な交尾の仕方を学習した。しかしその後でもこの4匹の雄バトはなおも，人間に対
する積極的反応をし続けたのである。
　さらにグッドウィソ（Goodwin，　E。）は，1948年「鳥にみられる性行動の異常定着」の中で，
程度はさまざまであったが，いずれも同種のものから隔離し，他の種のものを見て育つという形で
自分が育てた同じハト属のいくつかの例について次のように報告している。1羽のキジバトは飼い
ならされたハトに求愛し，交尾しようとし，ジュズカケバトも家庭用のハトに性表現（sexualdi－
splay）をし，家庭用のハトも逆に野バトに求愛した。またカササギも家庭用バトに性的に定着し
た。
　一方レヴェル（Raber，　H．）によると，人間に刻印づけされた雄のシチメンチョウが，人間かそ
の模型だけに求愛し，ハンドバッグやそれに似たものをぶらさげて歩く人間から逃げだしたil　、け
んかをしかけようとしたという。しかしシチメンチョウの雄はその雌には決して求愛しなかったが，
雌とは交尾したように，交尾をひきだす刺激と，求愛をひきだす刺激とは異なっているともいって
いる。
　以上のように刻印づけの程度にはさまざまのちがいがあり，愛着の持続性と特殊性もいろいろな
ものに依存し，特にfigureの最初の効果や，　figureの提示時間の総計，およびfigureが単独か
集団で提示されたかによっても変わる。刻印づけの持続性と，かぎられた刺激般化という意味での
・非可逆性は，自然に育った状態では疑いもなく存在するが，条件が変われば非可逆性はなかなか持
続されない。刻印づけは，対象となる特定のfigureに接近し追従し，徐々にfigureに愛着を示
すようになり，その愛着の表現行動ははじめにはなかった種々の形のものに変化していく。ある種
の雄では，この近接・追従という初期の反応が攻撃反応に変わり，さらに求愛反応へと変化するの
がみられ，生活体内の条件が愛着の表出法を決定するように思われる。生まれた当初，種々の刺激
がひなの反応をひき起こすのと同じように，後では種々の刺激が性的反応をひき起こすが，何によ
って刺激に性的価値が付与されるかといえぽ，そのひなの初期体験にある程度依存し，性的刺激の
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解発的価値が変えられるということであろう。われわれがここでいいうることは，性反応の対象は
特に成熟した鳥では，初期に反応した対象に似ていることを基礎にして選択される傾向があり，決
して生来的な好みに基づいたもので選択されているのではないというぐらいのことであろう。
　今まで見てきたように刻印づけは当初は接近・追従反応に基づく愛着の形成をさしていたが，他
の初期のたとえぽにぎりしめたり，しがみつく反応から発達する愛着行動は，刻印づけの範疇には
属さないという特別の理由は見当たらない。ある種の刺激が艀化されたぽかりのひなをひきつけ，
他の刺激がそれをしりぞけるという現象はかなり明白で，刺激が持つプラスとマイナスの誘意性は，
ひなや子のこの接近と回避の動きによって究極的には推定される。が刺激に対して出す種々の声音
と動物のこの接近・回避の運動は同時に現われ，しかも対応しているから，動物の出す声音の種類
を知ることによっても動物の動機づけの状態が判定できることも少なくない。たとえぽニワトリの
親鳥はそのひなをひきつけ，ピーチクパーチクと楽しい鳴き声を出すよう視覚的，聴覚的，触覚的
刺激を与え，一方食物も与えられるので，食物と親鳥も結びつけられる。しかし動物にとって後者
のような明白な生理的価値が対象にはっきりなくても，その対象に対して愛着行動が形成される実
験が明白に支持しているように，ひなが親鳥の姿にひきつけられるようになるのは，親鳥の暖かさ
や栄養というひなの生理的欲求を満足させるからではない。つまり刻印づけは伝統的条件づけで利
用されるような，生理的報酬に依存して形成されるのではないのである。
　ひなの初期の経験が親鳥との結びつきをつくったように，サルの子は初期の対面によって母親と
結びつけられる。伝統的な強化学習理論では，サルの子は母親から乳を与えられるので蝕餓の解消
が母親と結びつけられ，二次的欲求として母親に愛着を持つようになると説明してきた。しかしこ
の説明は，ハーロウ（Harlow）らによって母ザルが乳を与える乳首と，母ザルが与える感覚的刺
激の特性とを分離して行った有名な実験によって検証され，完全にまちがっていることが解った。
2個の代理母が作られ，一方は固い針金の網で作られ，授乳首がつけてあった針金ザル，他方は柔
かい布でおおわれた木製の授乳首のついてない布ザルであった。サルの子は乳をくれる針金ザルの
ところよりも布ザルにしがみつき多くの時間を過ごし，明確な愛着行動を示したが，乳をくれる針
金ザルには示さなかった。この愛着は布母との感覚的刺激の初期体験に反応した結果サルの子に発
達したものであって，与えられた乳による生理的欲求の解消からのものではなかった。もしサルの
子がこのように初期刺激の提示によって学習し，刻印づけされるものとすれば，人間の赤ん坊が母
親にいだく愛情や愛着もこの観点から検討することができるであろう。
　たとえぽ人間の愛着は，「しがみつき」や「吸いつき」や「ほほえみ」というような，本能的構
成反応を契期にして形成されはじめるとも考えられている。サルツェン（Salzen，　A．）らの研究に
よると，生後間もない頃の人間の子の微笑反応は，ただ単に明るさの対比や変化という刺激で解発
されるようで，人間の顔の提示によってではない。もし今後人間の微笑反応が，離巣性のトリのひ
なの接近の追随反応を解発する刺激に類似した刺激によって解発されるということが実証されるな
らば，人間の刻印づけとの関係も明白になろう。しかし刻印づけに類似した特殊な学習が，微笑反
応に基づいてなされるかはまだ明白になっていないのである。
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　哺乳類の愛着行動について一般的にいえぽ，子が愛着する対象が子に反応し接近することが反応
の合図となり，子どものその後の行動を支配するようになると考えられている。しかしこの愛着の
形成を刻印づけとみなしている者と，それ程明確ではないが，伝統的な学習理論では説明できな
い，それ自体の学習理論を必要とすると考える者とに分かれている。たとえぽボウルビー（BOwl－
by）やエインズワース（A五nsworth）らはこの後者の立場で，彼らは特殊な生来的な生理学的傾
向で，しかも環境に左右されない「近接欲求」に基づいていると考えている。この近接欲求は，生
理的に決定された親の愛着行動と一緒に発進し，子どもと母親との結びつきを保証している，目標
によって修正されるコントロール・システムである。それは遺伝的なものではないが，ただ特殊な
愛着行動を獲得する潜在性だけは遺伝されるとみなしている。それで愛着は非常に広義に考えれぽ
刻印づけの見出しのもとにとりあげることができるかもしれないが，今時点では刻印づけは鳥類に
かぎった方が好いかもしれない。しかし学習理論でいえば古典的条件反射からオペラント条件づけ，
模倣学習（モデリング）等々，それぞれに問題がある。刻印づけは特に，そして愛着ということぽ
も，それによって獲得される行動が，これらの有名な標準的な従来の学習理論ではきちんと説明で
きず，あてはまらないことが解っているということである。今までのところ因果関係のもつれを解
くのが主たる目標であったが，以上のように全体としては成功しており，その解明は急ピッチで進
んでいるといえるだろう。
　ここでちょっと整理しておくと，刻印づけと一般の学習とを区別するものはいくつかあるが，第
1点は対象を獲得するのが個体の生活のなかでは極めて短時間の臨界期にしか起こらないというこ
と。第2点はその臨界期が終っても動物はその刻印づけの対象をおぼえており，その対象と同種の
ものまでもあたかも本能的であるかの如く正確におぼえており，忘れ去られないということである。
しかしこの領域の知識はまだ完成されておらず，学習されたものは必ず忘れ去られるという真理は，
刻印づけの場合はあてはまらないとは断定できない。確かにある種のトリでは本能による社会的反
応が人間に移してすりこまれるとその行動は変化せず，人間から隔離して他の種の動物と数年つき
合わせても，その後人間と会うとまた人間に愛着を示すという，見逃せない事実の方を強調してお
くべきかもしれないが。もっとも臨界期に決定された行動には取り消しがたいものがあるという行
動の特性は，人間の学習一般の中でも見い出されるものがある。たとえぽ外国語を学習する際の自
然で，本当のアクセントは幼少期だけに獲得され，また泳いだり，自転車に乗るという普通の学習
で獲得される能力の中にも，決して忘れられないものが少なくない。この点については，人間の幼
児の驚くべき母国語，特に文法の学習能力や，ブルーナーが行った認識能力等の学習にも臨界期に
しか獲得されず，そしていったん獲得されたものには忘れ去られないものがあるという点の指摘に
ついては，前述のハーロウのサルの子どもの実験と人間との関係をも含めて次節でまとめてふれる
ことにしたい。
　さらにここでちょっとふれておきたいことがある。ローレンツは，はじめ親に対する刻印づけは
常に超個体的なものである，つまり幼い個体が刻印づけされるのは特定の親ではなく，特定の種の
親であると主張していた。が，他の学者によって種によっては特定の親に刻印づけさせる動物のあ
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ることが解ったので，自己の考えを修正している。たとえぽガンの子は生後2日以内に初めは種
に，それから特定の親に固定されることが解った。そして面白いことにこれとは対照的に性的刻印
づけは，幼い動物が後に求愛する種を決めるだけで，むろん特定のメンバーを決めるわけではない。
刻印づけされた親にはもちろん求愛せず，どういうわけか刻印づけされた親は求愛の対象となるこ
とから除かれるのである。しかしこれについては日本のサルの研究で，逆の事実が指摘されて問題
が更に複雑になっている。これについても次節で述べよう。
　また実験室での研究だが，刻印づけが完全に非可逆的なものであるというローレンツの初期の断
定も，鳥の中にも刻印づけされた対象以外の対象の後についていくのを学ぶものがあることが明ら
かになって疑問を持たれている。しかしこの後の学習の過程は最初の刻印づけよりゆっくり進み，
鳥には依然としてその刻印づけされた対象を偏好する傾向は残るという。
　以上のように1950年代後半から刻印づけの現象について，極めて多数の実験室的研究が行われ，
刻印づけの種々の特性が詳細に検討されてきた。そして前にも述べたようにローレンツの発見当時
の非可逆性，臨界期やその他の多くの特性も，それ程断定的な特殊なものではないことも解ってき
た。つまりある立場からすると，刻印づけも他の学習の仕方と，似た点が多くあるものと考えられ
るようになった。また他の立場からすれぽそれらが類似した学習過程であれ，その過程には極めて
明らかな差異があり，それが一層明らかになってきたということができよう。
　そこで現在の時点でこの刻印づけをどのように定義したら，多くの研究者に受け入れられるであ
ろうか？　恐らくは，「離巣性の鳥のひなが相対的に特殊な接近・追随反応から愛着行動を形成す
ること」という，スラッキンの定義が最も適切な定義ということになろう。つまりこの離巣性の鳥
の愛着行動は，従来の食物や水により飢えや渇きをいやすというような，報酬を用いる伝統的な条
件づけによって形成されるのではない。生まれた直後の最初に起こる接近と追従反応から，発達し
ていくことは明らかである。
　　　　　　　　　　　　　　　3．　ハーロウらの代理母の研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一）
　以上刻印づけを中心に動物の初期環境で起こる不思議な現象とその影響について，人間との系統
発生的関連でみてきた。これらは，追随，愛着，性的反応（求愛行動）という現象に，集中して起
こるようである。したがってここしぽらくはわれわれがここで問題にしている親と子の関係，特に
母子関係を考えていく場合，いずれもたえずたちかえって類推，比較する必要のあるおろそかにで
きない，研究領域であり続けることであろう。次にそれに劣らず重要になってきている，その愛着
の対象，母親との関係をいろいろ変えた場合，特に母親から分離した場合に動物に与える影響につ
いての研究に焦点を移してみよう。ハーロウがサルで行った実験が，この分野の研究をリードして
きた。
　母子分離の問題では動物実験はかなり早くから行われ，たとえぽ古くは母ヤギから分離された1
匹のヤギの子が，食物を拒否して死亡したリデル（Lidell）の研究が報告されている（8）。この研究
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では母子分離された双子のヤギの1匹の方が不安刺激のために行動に変化が起こり，隅の方にもぐ
りこんでしまい，食を桓否して死亡している。この関連では同じような実験がニワトリ，ネズミ，
イヌ，モルモット等で行われ同じような結果が証明されている。これらの動物実験は，人間の孤立
児の型と関連があるということで，ローレンツによってカスパー・ハウザ実験と名づけられたこと
についてはすでに述べた。こうして人間に近い哺乳動物系，中でも霊長類の実験研究が1つの焦点
となり，人間との比較行動研究がたいへん注目されるようになった。このうちサルの研究では，わ
が国の研究もある時期世界の第一線にあるということで注目されており，これについては後述する。
しかしアカゲザルを使って母子分離の問題に焦点をしぼって研究し，この問題に世界の心理学者の
耳目を最初に集めたのは，1958年アメリカ心理学会で，有名な代理母ザルを中心とする彼の研究を
まとめて「愛惰の本質」という会長講演をしたハーロウであった。インド産のこのアカゲザルの種
族は霊長類の中でも極めて成熟した形で生まれ，しかも成長が早い。そのうえなだめたり，すがり
ついたりする母子関係，遊び，性行動，感情，知覚，探索行動から恐怖や不安の発達等に関する反
応までが，非常によく人間に似ているという好条件が具っていることが，研究の進展に好都合であ
った。
　ハーロウはこれより先，すでにアカゲザルを使った弁別学習の体系的実験から，1949年に彼らが
同種の課題を数多く経験すると学び方を学習する，いわゆる「学習の構え」　（learning　set）を形
成することができると発表して注目されていた。そしてこの学習の構えの形成の程度は，系統発生
的にみて進化している程，いいかえれぽ大脳の複雑性に依存すると結論している（図7参照）。
　バーPtウが所長のウイスコンシン大学霊長類研究所チームの子ザルの愛情に関する一連の研究は，
生後数時間後母ザルから隔離して子ザルを哺乳ビンで育てた時の様子が，人間の子どもの場合に酷
似していたことがきっかけになった。栄養たっぷりの哺乳ビンで飼育された子ザルたちは，母ザル
　　　　　　　　　　　　100　　　　　　　　　　　1i2叢集
　　　　　　　　　　　妻：：
　　　　　　　　　　　　　　200　　　　　600　　　　　1000　　　　　1400　　　　　1800
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課題数
　　図7霊長類・食肉類・醤歯類の学習セット形成能力の比較（Miles，1973，村田孝次，1987）
標準的な学習セット形成の実験手つづきを用いて，さまざまな動物種の学習セット形成能力を比較した結
果を図に示す。各課題の第1試行の強化は，学習セットの形成のために十分な情報を与えるので，第2試
行の反応は，学習能力を比較するためのきわめて鋭敏な指標である。上の図にみるように，動物種による
学習能力の差異はいちじるしい。この図から示唆される最も重要な事実はつぎの二つである。
　（1）　動物種により学習速度に違いがある。
　（2）　動物種により最終的に到達しうる学習水準に違いがある。
そして，少なくとも従来扱われてきた動物種（オランウータン・ゴリラ・チンパンジーなども含む）に関
するかぎりでは，学習セットを形成する能力は系統発生的序列の上位ほど高い。
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1958，59年の有名な2つの模型実験
となった。
　実験手続きについてはすでに簡単
に述べたが，要点だけを強調して述
べれぽ，一方の布母ザルは子どもの
接触要求を満たすために特別の配慮
をし，枠にフォームラパーをつけ，
柔らかいフロッテ織の羊毛の布で覆
い，電灯で内部から暖めた。ハーロ
ウの言葉をかりれぽ短気でなく，日
夜寄り添うことができ，自由にさせ
85
に育てられた子ザルよりも25％も大きくて重く死亡率も低かった。研究者たちはそのため自分たち
を，実際の母ザルよりも秀れた代理母だと一時期本当に信じていた。そして離乳前の子ザルが柔か
い物に接触することをたいへん好むということを知っていたこの代理母たちは，注意深く折りたた
んだガーゼのおむつを最初から敷いてやると，それにしがみつき強い愛着を示した。そして1日に
1回消毒のために取り替える時には，子ザルは深い悲しみの表情を示し，かんしゃくを起こした。
このような接触要求は他のサル，たとえぽチソパンジーの子にも同じようにみられる。そして人間
の赤ん坊の場合も毛布や枕やボロボロになったぬいぐるみに対して強い愛着を示し，しっかりと握
って放さないのとたいへん似かよっている点のあることに気がつかされた。特に特製の布母猿を作
ってやったところ，生まれたばかりのサルの子たちが極めて早くその布母に近づき，それにしっか
りと掴まり，生母に対するのと全く同じようによじのぼり，保護を求め，生き生きとした感情関
係を作りあげたことに観察者たちはいたく驚かされた。このような観察結果は授乳や授乳に伴う諸
々の行動と，単に母親と接触することのいずれが子ザルの母ザルに対する愛着，愛情の発生にとって
重要なのか，このことを確かめるための一連の実験の実施の必要性を，強く示唆していた。この結
果がP一レンツが鳥と四足動物の刻印づけを調べるために実施した模型実験を参考にして実施した，
すでに述べたようなハーロウの　　　　　　　図8針金の母親模型と布の母親模型
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Harlow＆Zimmermann，1959より）
?????
てくれ，子どもをののしらず，打ったりもせず腹もたてない，子どもにとっては最も快適なはずの
母親として作られた。一方の接触条件を変え低めるために作られた針金ザルは，大きさは同じだが，
布母のように接触要求を受容したり，それに順応したりすることができないように金網だけででき
ていたが，この枠は内部から暖められ，乳を飲む場所があり，授乳に必要な足場やその他の必要な
装置はつけていた。
　8匹のサルの子の愛着が，食事の要求か接触の要求のどちらに基づいて形成されるか，を調べる
ために選択実験が行われた。4匹の新生児は鑑の中で乳の出る布母と乳の出ない針金母の2つの模
型が与えられ，残りの4匹の新生児は乳の出る針金母と乳の出ない布母という逆の模型が与えられ
た。サルたちはもはや人の手で飼育される必要がなくなるや否や，すなわち2日か3日の後には，
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彼らは乳を飲むために模型母のところへ行かねぽならなかった。針金母か布母のところで過ごした
時間を用いて，両飼育条件下での食事の要求と接触要求の強度が測定された（図9）。サルの子は
どちらの模型母から授乳されても，常に布母の方に遙かに強い愛着を示した。しかも布母への愛着
は一旦形成されると，消去することはできなかった。サルの子たちは布母が乳を与える限り，食事
の要求対接触要求間のコソフリクトに陥ることはなく，針金母を全く気にかけなかった。もし布母
が乳を与えないと，彼らは針金母のところへ飲みには行くが，直ぐまた布母のところへもどった。
こうして針金母より，布母が明らかに好まれることが証明された。
　そのうえ4匹ずつの新生児猿たちが，それぞれ乳を出す布母か針金母の一方だけで養育されるよ
うな統制実験では，飲んだ乳の量には差はなかったが，心理面では極めて強い差が生じた。すなわ
ち針金母だけの子は後になって下痢のような精神身体的障害を示し，針金母への結びつきを失い，
その行動に何か月かの発達遅退が明らかに生じた。これらの結果は母親との愛着関係が食事の充足
を通して二次的要求として派生してくるという従来の強化理論に全く反し，子どもの接触要求の方
が非常に重大な意味を持っていることを明らかにした。
　この他実験的に作り出された珍奇，不安，恐怖の状態にある時には，専ら布母のところへ行きし
がみついた。そして好奇心を行動に示し，見知らぬ環境の未知の対象を探索するために積極的に活
動することもみられたが，このような時針金ザルは全く見向きもされなかった。また代理母が居な
い時不安なものに出合うと，両手で頭をおおいながらきちんとうずくまったり，前に模型のあった
ところへかけこみ，大声で叫びながら1つの対象から他の対象へ走りまわり，それから自分のから
だを激しく掴み，死んだようにまるく体を曲げた状態に硬直することが多かった。布母が姿を現わ
すと，この不安に堪えられるようになり，しがみつくことができるとやっと落ちつきをとり戻し，
その後では彼らは櫨をくまなく偵察し始め，恐れていた未知の対象を掴み，破壊する程元気になっ
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　　　　図9代理母に対するサルの反応（Harlow，1961，村田孝次，1987）
〔A〕　それぞれの代理母に接触している時間を示す。針金母に「育てられた」子どもでさえ，
　布母に接触している時間のほうがはるかに長い。愛着が，空腹をみたすという欲求に必ず
・しも基づいていないことがわかる。
〔B〕動くイヌの玩具は，サルの乳児にとっては，恐怖の対象である。これを提示すると，針
　金母に「哺育」されたサルでも，針金母のほうへはいかず，布母のほうへ走っていく。
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た。しかし針金母の時には確かに接触を求めはするが，頭をすり寄せたり，すがりついたりするこ
とはなく，しゃがみこんだり，頭を床にぶっつけたりした。こうしてハーロウは模型の代理母を使
って，子ザルの初期接触条件をさまざまに変化させその結果を分析し，授乳することや食事を与え
ることは感情発達にとって必要条件でもなけれぽ十分条件でもない。満足な身体的接触の体験なし
には非常に弱い結びつきと，感情発達しか生じないという結論に達した。
　ハーロウのこの比較研究の次の段階は，当然布母で成長したサルと，生みの母に育てられたサル
を比較観察することであった。注意深い観察によると，生みの母のもとで成長したアカゲザルの子
は，母ザルのぞぽで毎日すがりつきの姿勢で多くの時間を過ごし，不安の時には母ザルの方へかけ
より，母ザルが居さえすれぽ平然と行動し，いかにも生みの親に対するきずなは強力で，それによ
って与えられる安全感は極めて大きい。しかし生命のない模型の布母ザルとサルの子の関係，きず
なも以上のようにそれに勝るとも劣らない程強力で安定したものにみえる。もしそうなら接触要求
さえ満たしてやれば，生命のない模型の母ザルで子ザルたちは十分に育てることが全く可能なので
はないか？　栄養十分の人工の乳を与えれぽ，第2次大戦後のひところ人工の栄養たっぷりの粉乳
で育てられたわが国の子どものように，生みの母親に育てられたサルの子よりも25％も大きく重く
育ったのだから。つまり子どもの養育にとっては，母親は不可欠であるとする従来の考え方は，む
しろ時代錯誤のぜいたくということにならないか？　子どもの養育を忙しい生身の母親から解放し，
しかも効果的にするためには，彼の実験結果でまさに確認された感情的結びつきの要因のみを人工
的に組みたて，栄養たっぷりの人工乳を与えさえすれば完成させることができるのではないか？
　彼はこのめざましいサルの子の分離実験の結果から愛情のきずなの本質に確かに近づいたと信じ，
この頃の彼はこの研究結果を明らかに人間世界の行動に適用しようとしたふしがある。ハーロウの
前述の1958年のアメリカ心理学会の会長講演は，事実およそ次のようなことぽで終っている（9）。
　今後の社会の現在的要求は，現在，科学や工業にたずさわっているアメリカ男性に女性がとって
代ることを余儀なくさせるであろうから，「われわれは切実な育児の問題にはっきりと直面するで
あろう。このような社会的要請を認めるならぽ，育児という基本的な活動に関して男性が女性と同
じくらいに優れた能力を天から賦与されていることは，一つの励ましとなる。いまやわれわれは，
労働者階級の女性が原始的な哺乳類としての能力のゆえに，家庭に閉じ込められている必要はない
ことがおかった。近い将来には，乳児の保育はだれにとっても必要なことではなくなって，上流階
級にのみ限られたぜいたくになるだろう。しかし歴史がどのような道筋をたどろうとも，いま，わ
れわれが愛情の本質に迫りはじめたことを知ることは一つの慰めである」。
　しかし彼のご自慢の栄養たっぷりの乳を出す布母によって養育された，サルの子どもたちのその
後の発達を見ているうちに，生みの（？）母の母性的援助と養育から遮断されても，サルの子ども
たちが健全に発達できるという彼の楽観的仮説が根本的に誤りであり，修正せざるを得なくなって
いく。彼はサルの子どもの群をさまざまの隔離条件の下で成長させることによって，最も健全に発
育していくことのできる条件を探ろうとしたのである。が，はからずも一見無害というよりも一層
効果的な側面を持つと確信し始めていた生みの母親からの隔離状態のもとで，実はサルたちに気が
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つかないうちに重大な神経症的な行動障害をすでにひき起こしていたことに気づかされた。ハーロ
ウらのこのめざましい模型母による子育て実験から発見された概念が，はじめは以上のように余り
に断定的であったため，事実についての発見が追試され集大成されるにつれ，これまたある種のて
きびしい批判の対象となっている。しかしスラッキンが前述のようにローレンツについていったこ
とはまさしくハーロウの発見にもあてはまるのであって，バーPウのこの発見の価値は一層そのこ
とによって高められているといえよう。特に彼のサルを使った巧妙な研究によって，人間の子ども
の養育との系統発生的関係が，急にせぽめられてきたことは重大な変化といえよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二）
　ハーロウらの1962年からの研究では，こうしてさまざまの隔離条件のもとで育てられたサルの後
年の生活が比較されているのが目立つ。たとえば仲間との交流はなしで生母のもとで育つ場合，生
母との接触はないが仲間との交流は許される場合，また母親とは隔離され，仲間とは身体的接触は
ないが，隣の鑑に居るサルは見ることができたり，または声だけは聞くことができたりするさまざ
まのいわゆる部分的隔離条件の場合。そして生母から隔離すると直ぐに照明された濫の中に入れら
れ，人間を含む（人間から食物を与えられる時には照明が消される）すべての生物との接触を全く
遮断された全面的分離まで。そのうえこれらがさまざまにミックスされ，むろん模型等の代理母も
使われた一こうしたさまざまの隔離条件のもとで育った子ザルたちの，後年になってからの行動
への影響の有無と種類が比較されている。以上の点について，シュマールオーアの「子にとって母
とは何か」にそってみてみよう。
　ハーロウもむろん針金母だけで育ったサルに発育上の問題が多く生ずるであろうことは予想して
いた。が，それ以外のさまざまな隔離条件のもとで育ったサルの子が，いかに丈夫で無病であって
も，感情面での障害が生じ，しかも初めはかくれている重大な発達障害が徐々に現われてくるとい
う一層重要なことを，これらの大規模な研究計画が彼に教えることになった。たとえぽ最初の6か
月間部分的に隔離された56匹の5歳から8歳のアカゲザルと，4匹の最初の6か月間針金母のもと
で育った5歳のサルと，そして100匹の最初の6か間布製栂か，あるいは布母と針金母の両母親で
育った同年齢のサル。これらを同じ年齢の同性，異性の野生ザルと一緒にすると，隔離経験のサル
には例外なく，野生のサルはもちろん，幼児期を過ぎてから濫に入れられたサルにも絶対にみられ
ない異常な形の行動を示した。
　まず目立つ反応型は，人間のある種の分裂症患者や自閉症の子に特徴的に現われる，（皿）で述べ
たような次のような現象である。何事にも無関心でただ坐っており，他のサルや周囲の状況に全く
注意を払わず，うつろなまなざしをむけるだけである。次に目立ったのが，鑑に捕えられたトラや
ライオソの場合に似た，落ちつきのない紋切型の往復運動である。そして人間の施設障害児にもよ
くみられることが知られている，すでにふれた頭と身体を腕や肢で包み込み，死んだような姿勢で
うずくまったり，比較的長時間身体を前後にゆすったり，夜間あるいは1日中身体を左右に動かし
たり，肢を組み合わせたり，頭を左右にふったりする。極端な場合にはその振り方が余りに強いた
め，けがをすることもあった。そして時にはたとえぽ胸に生えている毛を掴み，日に何百回となく
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指でこすったりする。このようないわゆる強迫的習癖を示すかと思えぽ，1匹にだけされていたサ
ルが突然怒り狂い，激しく自分自身の毛をむしりとり，医師の手を借りなけれぽならぬ程出血する
という，自虐的特徴をもった常動行動もみられた。また人間の障害児が爪をかんがり毛を抜いたり
するのに似て，自分の手や腕や，肢を強く咬むこともある。野生のサルの威嚇や攻撃などの行為は
自分に向けられることはなく，すべて敵とか攻撃をしかけてくる外に向かって発散されるが，隔離
されて育ったサルには，この種の防御体制そのものが全く育たないままに脱落してしまうのである。
　母子分離から生ずる感情障害はこうして当然仲間や異性に関する関係すべてに影響し，彼らを遊
んでいる仲間と一緒にすると躊躇し，恐怖を示し，相手が近づこうとすると最初から拒否的か敵対
的態度を示す。しかも相手から攻撃されても自己防御ができず，特に年長の野生ザルの恰好のいけ
にえにされるのが目立った。
　異常な行動は異性に対しても目立ち，隔離された後，性的成熟期に至るまで何年か一緒に異性と
過ごしていても，異性に対して全く興味を示さず，7年間の観察期間中一度も正常な交尾状態にあ
ることは観察されなかった。雄のサルは交尾期の雌ザルに正常な仕方で接近せず，何回となく激し
く攻撃をしかけるので，負傷しないように両者を引き離す必要が起こり，針金母で育ったサルは特
に凶暴で，雌ザルさえ逆に攻撃に転ずることもあった。特に野生育ちのサルと一緒にすると，野生
雄ザルが交尾体制をとろうとする時，あるいは野生雌ザルが受身の体制をとろうとする時，隔離ザ
ルの無理解が目立った。野生ザルが接近してくるのに驚き，あわてて，相手を拒否するか，せいぜ
い非常に未熟な形で性的役割を演じるので，しぽしば誤解され，いかに辛抱強いサルでも，この能
なしザルを攻撃することになった。
　ハーロウはこのような困難にもかかわらず最初は，3歳から5歳の9匹ずつの布製育ちの雄雌ザ
ルを2か月間動物園の猿が島のサルたちと一緒にするという，一種の集団療法を実施している。は
じめはあつれきがみられたが，やがてサルたちは積極的な社会的行動の型を現わすようになったが，
しかし交尾に達するような性行動は極めて少ないか，全く不首尾に終った。雌ザルはじっと坐って
動かず，無関心に虚空をにらむか，あるいは防御のために咬みつきさえし，それでもなお雄が強引
に要求を通そうとする時には，多くの雌は文字通り失神して床にのびてしまった。そこで特別に交
尾用濫を作り，サル集団の中で最も経験豊かで忍耐強く，やさしい雄ザルを注意深く選び出し，隔
離ザルと一緒にしたところ，雄ザルたちはおどしや攻撃によって相手を怒らせるようなことは決し
てしなかった。あたかも暗示をかけるように，手練手管のかぎりをつくして誘った結果，交尾に成
功した5匹の布製母育ちの雌ザルがまず出産した。
　その後51匹の最低6か月の隔離ザルのうち，少なくとも1年間のリハビリ期間を必要としたが，
20匹が交尾に成功し，そのうち9匹が出産した。その後もこの種の努力が続けられ，努力の甲斐あ
ってこの問題は一応ある意味では解決をみた。しかし隔離ザルを出産に成功させ母ザルにすること
ができた時，彼らがわが子に示す異常な行動に直面するという，もう一つの意外な問題が待ちかま
えていたことに気がつくことになる。
　ともあれ以上のことは自然な母子関係は，健全な社会的，性的行動の前提条件で，サルの子ども
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たちがはじめから母親を模倣し，その行動に従う時には，社会的遊戯活動とともに，かなり早くか
ら性的遊戯活動の基本をはだで身につけているといえるのではないか？　母子間の愛着関係はある
意味では異性間の交尾に近い行動までをも含んでいるのであり，したがって正常な養育関係を持つ
ことが異性間の性行動を容易にさせることになるのではないか？　そのような人間の母子関係の場
合の類似性が，たとえば志賀直哉の作品等のなかでも巧妙に表現されていた記憶がある。
　それと同時に母ザルは3ないし4か月頃から子どもが慕ってくるのを抑え振り払うが，それは子
ザルがそれ以後仲間と，またやがては異性のサルと強い結びつきを作ることができるようにするた
めである。この生母のなす機能は，布母育ちの子どもは母親と性的遊戯活動をせず，また無制限の
接触を与えられるので，彼女から独立して仲間や異性ザルと健全な結びつきをするために必要な刺
激をも全く与えられないことになる点をハーロウは指摘している。
　この点については，動物園のチソバソジーが野生のチソパンジーに比べて子育てが下手であるが，
それは早くから母親から離されてしまうからだという似たような報告がある。野生の母チンパンジ
ーは小さい時は赤ん坊を抱いてやるがやがて突き放し，親が子どもの思い通りにならないことを教
えるという。また母親に次の子どもができると先に生まれたものが雌であると（雄の子どもは違う
が），姉チンパンジーは赤ん坊に非常に興味を持って触ろうとする。むろん母親はたしなめて触ら
せないが，やがて突き離しのしつけが始まる頃になると，姉チンパンジーは親の傍を離れた弟や妹
をだっこして遊ぶようになる（1°）。そして母親がしたことを真似してあやしたり遊んでやったり，い
ろいろ面倒をみてやるので赤ん坊にとっても勉強になるが，姉の方にも母親になった時の育児法の
手習いになっている。動物園のチンパンジーやゴリラやオラン・ウータンは，お産してもまず自分
では子育てをしない。こうして人間に育てられたその子どもも子育てどころか，その前段階である
交尾すらしなくなるという。人間の場合の過保護と遊び友達についてまで過干渉し，必要な時期に
子離れ，親離れ等の突き放しをしない，最近のマザコン，ファザコンの異常な行動形態の指摘は，
これに似ているといえるかもしれない。なおこの点については日本ザルの研究が参考になるが，そ
れについては後述することにする。ここではハーロウが実施した母ザルから誕生後3，6，12か月
間，および誕生後6か月から6か月分離実験した合計12匹の子ザルの結果をまとめておこう。
　生後3か月間完全に分離されたサルは，分離を中止すると見なれぬ実験環境に驚き，仲間を恐れ，
食事を拒み，足の指しゃぶりが増し，また新しい事態への適応に劣っていたが，なかには分離中止
後6日間も摂食を拒否し死んでしまったサルもいた。しかし生きのびたサルは極めて急速に回復し，
口唇や手先を使う巧妙な遊びにも上達し，しぼらくたつと何らの行動障害も認められなくなった。
成長後の異性に対する行動や母性行動に及ぼす影響もみられなかった。3か月間，仲間をみるとか，
その声を聞くとかいう環境で育てられた部分的分離の場合には，やはり軽度の影響は残ったが，そ
の後極めて急速に回復した。
　次に6か月完全に分離された6匹の子ザルの場合，思春期や成熟期にまで影響が残る障害をうけ，
常に恐れており，環境や仲間に戦々恐々とし，威嚇の仕方ぽかりではなく，一般的行動も過度に攻
撃的で敵対的だった。ほぼ正常に近い遊びをしていても，雄は性的に不能，雌も交尾能力がなかっ
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たが，このことは性的に成熟していないという証拠にはならない。彼らはむしろ極めて自己愛的な
性行動は示し，より重度の障害をうけた12か月間分離のサルと一緒にされた時には，彼らはものお
じせず，自分たちよりもっとおじけついていて臆病なサルをたびたび乱暴に虐待した。
　1年間完全分離状態におかれた2匹の子ザルの場合，分離中によい世話を受け，健康上は全く害
はなく身体的には正常に発達していたが，社会的発達の面ではまさに絶望的であった。分離中止後
約2年間は，彼らは小屋の隅にうずくまるぼかりで，相互に接触し合うこともなく，同年輩の若い
サルや，乳のみ子の幼い子ザルに対してさえ逃げかくれした。彼らより分離期間の短かかったサル
たちによって常に虐待され，それが余りにもみじめだったので，10週後にはひき離して保護するこ
とが必要になった。この状態は思春期の2～3歳頃まで続き，初めのうちは攻撃性も異性愛的行動
も，また普通にみられる自己愛的な性的遊びも現われなかった。
　完全分離と部分分離の場合の全体的比較はたいへん有意義で，母親から分離されてはいるが，し
かし同年齢のサルと視覚的，聴覚的な接触が可能な状態で飼育された子ザルは，多少仲間との社会
的事態での遊戯行動にも遅れがみられたが，この遅れは次第に取り戻された。たとえ全体的な社会
的行動において完全で正常な発達が期待されえなかったとしても，同年齢の仲間との交渉によって，
母親との接触の欠乏がかなり補われるらしいことを示している。前述のように母親との満足な関係
を通して，仲間との最善の社会的接触の準備ができ，母親の存在はあらゆる社会的冒険を保障する，
必要欠くべからざる安心感を与える。しかし母親像が欠けても仲間との関係がある程度探索したり，
社会的な場へ向うための信頼感の基盤となりうるように思われる。しかし2匹の子ザルを一緒に布
母で飼育した実験では，ハーロウが「同体ザル」と呼んだように常に相互にしっかりとしがみつき
合い，そのために他の仲間との接触に応じたり遊んだりすることのない強い排他性を示し，著しい
感情発達の遅滞をひき起こした。これに対して母親と子どもとの間には種々の欲求構造があるので，
極度に排他的な相互関係はおさえられ，彼らは開放的に別の関係を結び，その中で実り多い社会的
発達をさせ，子どもの独立性が導き出されてくるのであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　4．　若干の問題点の指摘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一）
　以上の研究からアカゲザルの場合の感情発達については，ハーロウたちは一般的にいえぽ第一に
感情的結びつきが形成され，その後で不安や恐怖の感情が発生し，そして最後に攻撃性が発達する
という，3段階を経過するとみている（11）。感情的結びつきは誕生直後から愛情をそそぐ母ザルの
愛を通して形成され，不安は生後2～3か月の間に生じ，前述のように母ザルとの満足な関係があ
る時には子ザルは未知なものや威嚇的なものを知覚することができ，この不安は精神的発達につな
がっていく。そして生後6か月から1年までの間にまずすがりつくこと，おどかすこと，追うこと，
ふざけてかみつくこと，つねること，ひっぱること等の攻撃的な遊びの型を通じて攻撃性が形成さ
れていく。このようなつかみ合い（や後述する日本ザルの研究でみられるマウンテング）を通じて
サル達は相互に社会的な順位を決めようとしているのであって，生後2年目にはこれらの攻撃性は
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ますます真剣味を帯びてきて，おとなの集団内での地位をめぐる闘争へと発展していく。
　クラーク（Clark）によると子ザルが最初の数か月間に母親か同年輩の仲間，あるいは両者と満
足しうる感情関係を結ぶことができた場合には，後になって現われてくる不安に圧倒されてしまう
ようなことはない。そして早期の分離が完全であれぽある程，また最初の感情的結びつきの可能な
時期から時がたてばたつ程，適切な仕方で不安を除去する機会はますます少なくなっていく。そし
て今までのいろいろな実験から3番目に現われる攻撃性も，不安同様に早期の感情的結びつきによ
って軽減される。危険のない攻撃的遊びが生じてくるが，この遊びはさらに2番目の不安反応によ
って和らげられ，正常な共同生活を営みうるような適度なものとなる。このように早期の攻撃的遊
びの段階で，早期の感情的結びつきと不安によって十分に統制されない時には，その後の攻撃の表
出は効果的に統制されえなくなる。これによってこの点で最も多くの障害を受けたサルが，後にな
って自分よりもっと強いおとなのサルに対して殺害行為を企てたりすることがあり，そして自分よ
り小さく頼りない同類の分離ザルに対して，上記のような残酷な行為をすることの説明がつくとい
っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二）
　隔離ザルの後年の生活への影響についての研究でもう1つ目立っている点は，Nザルの役割遂行
行動への影響である。これは後述するようなサル社会の特殊性から，雄や父親の行動よりはっきり
しているからであろう。
　母ザルの行動は次の2つの点で研究されている。
　①子ザルをとりあげられた母ザルの行動
　②母子分離されて育った子ザルが，後になって出産した時の母ザルとしての行動
　以上であるが，当然②の研究の方が重要な研究上の意味を持っている（12）。まず①から研究の概
要を簡単にみておこう。
　今日ではテレビの画面や動物園等でわれわれがよくみかけるように，サルの子は母ザルにすがり
ついており，母親と極めて密着した関係にあるので，自然状態で成長したサルの母親からは，策略
や暴力を用いないかぎり，子どもをひき離すことはたいへんむつかしい。むろん母ザルの方も赤ん
坊ザルを奪いとられれぽ，狂気のようになってとり戻そうとする。母ザルをひき離して木製の枠の
ある格子の中から子ザルを見えるようにしたところ，心配そうに子ザルを注視し，他のサルが何ら
かの接触をしたり，偶然軽度の危険にさらされても，母ザルは大声を発し，相手のサルを威嚇し，
近づいてきた時には攻撃した。子ザルに対する母ザルの関心が，母子分離後どれくらいの期間持続
するかについては正確にはまだ解っていない。が，たとえぽハーロウらの養子縁組の実験によると，
誕生直後に赤ん坊ザルを取り去られた母ザルが何か月かたって，他の子ザルを与えたところ母親ら
しく世話し，保護した。野外では実際には子どもを持たない雌ザルが，母ザルによって取り返えさ
れるまで赤ん坊を養子にしていたという事実も報告されている。今後どのような時に雌ザルは養子
として子ザルを受け入れ育てるようになるのか，またそれを効果的に促進させる要因にはどんなも
のが考えられうるか，逆にこの過程を起こりにくくする要因にはどんなものが作用するのか等々，
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人間の母子の場合を想定しながら，今後一層綿密な実験と観察が待たれているといえよう。
　一方母親なしに成長したサルの億親になってからの行動については，すでに世間でもよく知られ
ているようにかなり興味ある研究報告がなされている。まず6か月か，それ以上分離して育てられ
たサルには，苦労の末やっと妊娠させることに成功しても，母ザルらしいふるまいをすることは期
待できなかった。「母性本能」という見方からすると，当然とると考えられていた行動の仕方は，
彼女らとは無縁にみえた。誕生直後数時間は艀化器の中で暖めねぽならず，1週目にすでに子ザル
に気を配らず，身を避けたり，常に隅の方に子ザルを追いやったりして，哺乳欲求やすがりつきた
がる欲求は，子ザルの努力にもかかわらず，芽のうちにつみとられてしまった。たとえぽある1匹
の母ザルは赤ん坊ザルの哺乳を3日目になってやっとしぶしぶ許したが，他の赤ん坊ザルでは人為
的な哺乳を母ザルの攻撃を呼び起こしたので，4日目に断念せねぽならなかった。
　これに反して母親はいないが，同年輩の仲間と一緒に成長した部分的分離の母ザルは，分離ザル
の中では母性的役割を果たすことが最も早かった。それ以上の分離経験のNザルは，たいてい残酷
か無関心か，あるいはその両方の態度を交互に示した。赤ん坊を人間が奪っても，また他のサルの
養子にしても全く無関心で，何ら積極的な感情を示さなかった。それどころか彼女らは子どもに理
由なく掴みかかり，出血させるまで繰り返えし打ちのめしたり咬みついたりした。子ザルのうち4
匹は，母ザルの虐待でケガをし，実験者の手では餓死するのを止めることができなかったし，ある
新生児は生後1時間内に6本の指をかみとられている。しかし赤ん坊ザルたちが生後1週間以上う
まく生きながらえても，母ザルたちからたえず拒否され，しりぞけられて，母ザルたちの腹部に接
触することを断念せねぽならなかった。その場合，子ザルたちは後尾部に接触しようとすることが
多くなるが，母ザルのまわりをぐるぐる回るだけで，結局は追い払われてしまった。しかし赤ん坊
ザルたちはあらゆる罰や虐待にも拘らず，あたかも母ザルの愛情が薄けれぽ薄い程，却って欲求が
強められるように泣き叫び，強く母ザルとの接触を求め，再三再四まつわりつき，母ザルに近づこ
うとすることをやめなかった。これはあたかも条件づけで強化が少なければ少ない程強化を得よう
として努力が強まるという動物実験や，アルコール中毒の親に残酷な虐待をされているのに一所懸
命泣きながらすがりつこうとしている，人間の子に似ているといえるかもしれない。
　しかしながらさらにハーロウを驚かせたのは，母親無しで育った，わが子に極めて偏屈であった
そのような母ザルの，第2子を生んだ時の行動の変わり様であった。突然のように以前とは全く異
なった態度をとり，殆んど正常と変わらなくなるのであった。このことは全く予測のつかなかった
変化で，その中には第1子に対しては最初の2週間の取扱いが悪かったために，結局生後42日目に
は医者の努力の甲斐もなく死なせてしまった母ザルも含まれていた。多くの母親は野生ザルよりむ
しろ頻繁に腹部接触を赤ん坊に許すようになり，その他は区別は全くつかなくなり，普通の母ザル
よりももっと熱心に濫の中で子どもたちと遊んだ。
　ハーロウは母親無しで育った母ザルの第1子に対する異常行動は，生後間もない頃の早期の母親
との分離が，前述の母ザルとの結びつきによって発達するはずの攻撃的傾向を制止することを体験
させない。したがって欲求が阻止されたり，不安が生じたりすると，弱々しい赤ん坊に攻撃的行動
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が向けられ，しかもこの攻撃の発現に対して十分な抑制がきかなかったのである。しかし彼女の最
初の母性は，その母親らしい行動が極めて弱いにもかかわらず，回を重ねたことが母親感情を発達
させたのである。余り分離がきびしくなく，最終的に雄の性的交渉に応じ，自発的に母親となった
他のサルたちは，最初からよき母となった。以上のような研究から，正常な感情体系の発達は自然
な母子関係の発達過程で，学習されるべきものに強く依存していることが解った。
　つまり母性本能に基づくと考えられていた行動は，ただ成熟し出産することによって無条件に現
われてくるものでもないし，基本的で自然な感情生活を経験することなしには現われてこないので
ある。全体的な自然な感情の発達の過程は，母ザルの子ザルへの愛情から出発し，同年輩の仲間や
異性との日常の遊びを通じて発達し，よき母ザルに（恐らくは父ザルにも）なるまで続く，他の方
法では代用できない過程なのである。自然な経過の中ではこのような過程は，世代から世代へと循
環されていく過程である。そして特に初期の発達段階で何らかの欠陥が母子関係に生じた場合には，
世代交替の際の感情関係にも永続的な影響を与える。時には子どもを生もうともせず，生んでも死
なせてしまう程影響力は強く大きい影を落とす。
　ハーロウもそうであったが，これらの興味深い特にさまざまの母子関係の結果は，当然系統発生
的にも最も近いわれわれ人間の場合への適用の有無を示唆している。つまり動物について解ったこ
とがわれわれの人間の発達の過程にどこまで適用できるか，いやどこからは適用できないのか，別
のことぽでいえぽ人間の場合の認識にとってどこまで価値があるのかということであろう。それに
ついて考察する前に，前にも予告していた日本のサルの研究について少しふれておこう（13’。
　　　　　　　　　　　　　　　　5．　ニホンザルの研究
　図10，図11は，いずれもまだ離乳前の赤ん坊ニホンザル同士の間にみられる，いわゆるマウンテ
ィング，馬乗り行動を示す。生後1か月もたつと簡単なとっくみあいや，追っかけっこや，木登り
をする傾向をかなりはっきりと示す。が，離乳前に図10のようにすでに上に乗っているのは生後79
日目の雄で，同年輩の雌に背後から乗りかかって押さえつけており，この間数回にわたって律動的
なベルヴィック・スラスト（交尾行動）をしたりするようになる。なんとなくフロイトを思い出さ
せるが，むろんフPイトもいっているように彼らにはまだ当然肉体的に性行動を起こす動因はな
そ舞
麟翫、
　　　N’
　　（イ）　　　　　　　　　　　　　（ロ）
図10　水原洋城「ニホソザル行動論ノート」どうぶつ社
図11
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い。したがってこれはまだ完全な馬乗りの姿勢ではなく，雄の体全体が雌の背中に沿って前の方へ
ずり上がって，馬乗りというよりもむしろ押さえつけの要素が勝った姿勢といえる。しかしとにも
かくにも相手の上に乗りかかって交尾行動のような行動が，この離乳期前の赤ん坊にすでに発現し
ていることには驚かされる。
　しかし馬乗りをただの乗っかかりとみれぽ赤ん坊には特有の保護者への乗っかかり動作があり，
それが馬乗りの中に混じって出てくることがあり，図11はそれで，1歳の雄が，同年の雌に馬乗り
している。この動作は相手が大きいとよりはっきりし，図12は2歳の雄に乗っかった赤ん坊である
が，これはとっくみ合って遊ぶうち馬乗りをしたつもりが，つ
い乗っけてもらう姿勢におさまった例といえよう。いずれにし
てもわれわれ人間社会の初期環境での母子関係や，とっくみ合
って遊ぶきょうだい関係のスキンシップを思い出させる経過で
はある。
　さて赤ん坊たちの馬乗り行動も離乳期を過ぎる頃になると，
ようやく馬乗りらしい姿をおびてくるが，それは一つには乗り
手の方がちゃんと相手の後肢のふくらはぎを足で握って乗れる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図12　水原洋城前掲書ようになるからである。そしてそれに伴って一方の馬乗りされ
る側にも受け手としての行動一本来雌ザルにみられるそれを誘発する，いわゆる相手に尻を向け，
馬乗りを誘うプレゼンティングもみられるようになり，互いに替わり合って乗り手と受け手の行動
がとれるようになるからである。馬乗りがまたさまにならなくとも下になる方が，上をふり仰いで
リップ・スマック（リズミカルにくちびるを動かす）や，グ・グ・グル……グルという発声を伴う
親和的表出をして，受け手としての行動のはしりともいうべき反応を見せることすらある。こうし
てローレンツは，この馬乗り，いおゆるマウンティングを「交尾を望む雌の行動から発達した」
「儀式化された行動」で，「わたしはあなたの雌ですというのと，わたしはあなたの奴隷ですとい
う」両方の意味を含んでいるとみている。
　雄も雌も1歳過ぎまではこのように区別なく一緒に遊ぶが，その頃から互いに別れて遊ぶように
なり，雌が最初の発情期をむかえるまでに，雄と雌の間で性的遊戯めいたものがみられることは稀
である。元来雌は成熟前に雄相手の性的遊戯をしないだけでなく，雌同志の性的遊戯もまずせず，
前述の馬乗りごっこも殆んどしない。雄にみられる性的遊戯としての馬乗りをしないのは，雄と雌
の性器の位置の違いからきているとみられるが，馬乗りそのものをしないのは，雄と雌との攻撃性
の差からきているともみられる。むろん雌の子もとっくみ合いから押さえつけや乗っかかりはやる
が，それが雄の子がやるマウンティング型までは進まない。乗っかかっても横の方にすべり落ち，
せいぜいかぶさりに終ってしまう。1～2歳の頃に赤ん坊を掴まえて遊びの対象にするが，図13に
みられるように雄と雌ではかなり違い，雄はうしろから赤ん坊を押しつぶすように馬乗りをしよう
とするが，雌の子は自ら上体をたてて抱きすくめるように赤ん坊をかかえる姿勢をし，前述のよう
にいわぽ赤ん坊の世話をするような姿勢が目立つ。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上のようなサルの雄の子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にみられる馬乗り遊びを交尾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行動の形をかりた優劣関係の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　確認的行動だとすることにつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いては，ニホソザルの子にみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られる馬乗りは，性行動のま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だ現われない幼児期に優位行（イ）　　　　　　　　　　　　（ロ）
　　　　　　　　　図13水原洋城，前掲書　　　　　　　　　　　　動のみとして習得され，形成
されるものとして反対する人もある。実際の性行動としてのマウソティングはその後で改めて習得
し直す行動で，この両者を結びつけることに水原洋城氏も反対している。そしてメイスン（Mason，
W．）が隔離されて育ったアカゲザルの雄が発情した雌に馬乗りするすべを知らなかった例を報告し
ているように，馬乗り行動の本能的要素はかなり稀薄で，むしろ自然な身体的・社会的発達過程で
学習される要素の強い行動だといっている。
　次に前述のように雄ザルが母ザルと性交する，いわゆる母子相姦は，サル社会でも重大なタブーに
なっているといわれていた。少なくとも1963年秋までは，一度も観察されておらず，前述のように
劣位を象徴する姿態を母ザルにとらせて，その子がマウンティソグすることには，心理的抵抗があ
るのではないか等の臆測もあった。ところが1963年に日本の大平山群の6歳になった息子のゲンジ
が生母のヒバと性交するのが目撃され，翌年にも再度確認された（14）。この群のリーダーザルはノ
ロで，首位メスのヒバと上位オスのゲンジ等の順位は接近していたが，この母子相姦からゲンジが
ヒバをしのいで全群中の2位の地位に安定したという。ゲンジは気性の強いサルだったので，この
母子相姦はサル社会の異例なのかといわれていたが，翌年同じ大平山群の中で2例の母子相姦が観
察され，幸島のサル群の中でも目撃されるに至って，サル社会のイソセストタブーと，人間社会，
特に日本社会のインセスト・タブーの実態がにわかに近づいてきた。雄ザルは成長すると群の周辺
部に移るので母ザルとは空間的に疎隔されるのに，母子相姦が思ったより少ないのは，サルの血縁
関係の記億は長く続くとみてよいし，生涯を通じて中心部にとどまる雌では母娘の結びつきがさら
に緊密で，前述のように重要な意味を持ってこよう。一方群婚制のサル社会では，父ザルと雌の子
ザルとの関係は他のメスとの関係と変わりないと思われるから，父子相姦の機会は多いのではない
か？とも，いわれているρ
　またこれと関連して，次のような興味ある事実の指摘がある。俗説では人間以外の動物では，子
づくりを目的としないセックスは余りないといわれてきた。しかしこれまでにもニホンザルやさら
に人間に近いチンパンジーなどの幾つかの霊長類の種では，妊娠期間中の交尾など生殖には直接結
びつかない交尾が行動的には観察されていた。和秀雄氏㈹は野外の濫と放し飼いのニホンザルの
各2匹の雌が，排卵していないのに交尾している事実を卵巣の観察からつきとめ，この事実を証明
している。これがヒトに移行していく進化の過程であるかはともかく，両者の行動的類似性は一層
強くなっている。
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　サルの群では，赤ん坊の世話一切は雌の役割で，雄はタッチしない。サルには母はあっても父は
ないといわれる所以である。娘ザルは赤ん坊の世話をやきたがって母ザルをうるさがらせるが，息
子ザルにはそんなことはない。しかしサルにも子どもを世話する父性行動は全くないわけではな
く，あるサルの群でリーダーのサルが時々2，3時間赤ん坊を胸につかまらせていた。時にはその
サルが朝8時から夕方まで抱き続けたので，乳の出ないこの雄ザルによって赤ん坊はさぞ腹がすい
たであろうと観察者らを心配させたという報告もある。
（N）学生の作文
　本紀要No．24（1885年度）に掲載させていただいた「日本の青少年の特質（1）一ユースカルチ
ャーを中心に一」の中で，私のゼミ形式の講義参加の学生の作文をのせさせていただいた。そして
5年後の同じ講義参加の学生の作文と，比較させていただくことをお願いしておいた。ご存知の教
育職員免許法の改変により，私のその講義も今年かぎりで消滅することとなった。この機会を利用
させていただき，同じ講義出席の2人の男（文科系）女（理科系）学生の作文をのせ，その責めを
果たさせていただくことにした。
　「大検制度と受験産業について」
　この7～8年間「大検」（大学入学資格検定）制度の受検者が急増しているそうである。昭和58
年には5，000人程度だったのが昨年は13，000人と約2．・5倍強になっている。
　この制度は，戦後間もない頃に経済的な理由から高校へ行けなかった人達に対する救済策として
昭和26年より開始されたものである。本来ならぽ，経済的に豊かになった今日，受検者は減少して
しかるべきであるが，高校中退者の大学受験に対する裏技という新たな側面をこの制度は持ち始め
ている。
　こうした動きは，規則で縛る学校の管理教育に嫌気がさす一方で，現代日本の学歴社会において
は，やはり一流大学を卒業しておかねぽならないという生徒達のジレンマに対する解決策としてと
られているのだろう。
　現に大検を扱ったあるブックレヅトで大検経験者の1人が，「偏差値教育が嫌なのではなく，管
理教育が嫌だった」と語っている。
　ここで私事を少し書かせてもらう。私は高二の4月，約10キロの通学路を自転車で登校中に不注
意から事故を起こしてしまい，以来，腰痛や手足の麻痺等の障害に今日まで悩まされている。高校
在学中はそのため授業を受けるのも苦痛で，下校時間になることだけを考えて1日を過ごしてい
た。家に帰ると疲労で夕飯もそこそこに布団に横になり，そのまま朝を迎えるという毎日の繰り返
し。このようにただ，疲れるだけで何のために学校へ通ってるのかさっぽり解らず，勉強をしなく
てはと焦る日々を送ってる内に，学校生活に煩わされることなく勉強だけに専念できれぽと度々思
うようになった。大検受検者の生活は正に私の望んでいたものであり，羨ましいと感じた。
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　こうした私のような特殊な例は別にしても多くの人がこの制度に興味を持っている。
　それは，現行の大学入試に合格したいだけならぽ，ペーパーテスト向けの勉強だけしていれぽい
いのだと多くの人が考えてるからだろう。
　朝，慌てて起床し，遅刻しないようにと自転車をすっとばしたり，冷暖房設備もついていない教
室の中で居眠りしながら授業をうけたり，学校行事に参加して貴重な時間を潰してしまうなど馬鹿
げている。一流大学の試験をうけるのに肩の凝る学生服を着る必要はないし，まして服装や髪形の
事で先生に怒られるなんて全く変だ。
　好きな時間に好きな格好でやりたい科目を納得するまで勉強した方が，余程能率的ではないか。
試験で要求されるのは暗記した莫大な量の知識を正確かつ迅速にとりだすテクニックである。それ
を磨くだけなら受験産業が隆盛を誇っている今日，わざわざ高校へ行く必要はないではないか。
　以上，教職課程を履修し，今年6月には母校の中学で2週間教育実習をしてきた者としてはかな
りまずいことを書いてしまったのだが，近年の大検受検者の急増は管理教育や偏差値重視教育とい
った日本の教育制度，さらには学歴社会制度から生じた当然の帰結とみていいだろう。
　しかしこの制度を巡る問題はさらに複雑かつ深刻な状況を展開しつつあるようだ。それは日本の
教育の歪みの産物である受験産業が絡んできたからである。
　つい最近，朝日新聞に「学校の外で一受験産業・1兆円時代一」という記事が10回にわたって連
載された。このタイトルに示されてるように今や1兆円という巨大な市場をもつようになった受験
産業だが，大検受検者の増加に対し昭和59年に大手予備校の1つ代々木ゼミナールがパイパススク
ールという大検専門コースを設立して以来，他の予備校がこれに追随，さらには大検専門の予備校
まで設立されているという事が先にあげたのと同じブヅクレットに掲載されていた。
　又，生徒も当初は高校中退者中心だったが最近は高校を経ずして，そのまま，こうした予備校に
通うケースが増えているそうである。
　こうした大検者向け予備校の増加と大検受検者の増加は，当然相関関係にあるのだろうし今後拍
車をかけた状況にむかっていくと思う。そうなれぽ生徒が本来行くべき高校はただでさえ人口が減
少傾向にあるというのにどうなるのだろう。私立の学校の中にはあっさり潰れるところも出てくる
かもしれない。特に，予備校の林立する都会では学校終了後，予備校通いをしている者も多いよう
だが，そういった生徒が，どうせなら最初から予備校へ行った方が安上りだし，能率的だなどと考
えることはないだろうか？
　先にあげた朝日新聞の連載で神奈川や鹿児島で，塾がスポンサーになっている学校と私立の中
学・高校間で対立がおきていることが掲載されていたが，近い将来もっと深刻な大検予備校と高校
の対立問題がおきるのではないだろうかと考えるのは，私だけだろうか？　　一，
　仮にこうした事態が生じたとしたら，国や文部省はどう対応するだろうか？
　どうもあまりいい解決を示せないのではないかと思う。それは昨年の臨教審で「学校中心の教育
からの脱却」を唱えると同時に塾を公認化したことや，文部省から某塾に転職した人の話など，国
と受験産業の結びつきを思わせる記事を同新聞で，しぼしば目にした為である。　　　　’
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下司の勘繰り以外の何物でもないことは，承知の上で，まさか受験産業を天下り先に考えてるので
はあるまいなとフッと思った。
　今の受験制度は科挙制度の末期を思わせる。中国の科挙制度は，南北朝時代の門閥専制の弊風を
打破し，真の人材を採用する目的で始められ，人々にチャンスを平等に与えた反面，後年，学問が
科挙のための学問となり，その進歩を妨げた面がある。今，巨大受験産業が生徒達に教えているの
は，正に受験のための知識それだけである。
　そして巨大教育産業がテストの点以外で子供を見ないのは学校以上である。そうした受験産業が
教育界を牛耳るようになったら，この国はどうなるのだろうか？　巨大受験産業は元から歪んだ教
育制度から生じたが，現在その歪みをさらに激しく増幅させてしまっている。
　その巨大受験産業が1兆円産業とは，日本人は，何とも馬鹿馬鹿しい無駄使いをしてるとしか思
えない。
　最後に大検受検制度について改めて自分の考えを書いておく。
　今後，この制度そのものについての批判が出ると思う。ただでさえ人とのつきあいができず内向
的な現代っ子の傾向に拍車をかける制度であり，将来社会に出ても集団生活ができない人間をます
ます増やすのではないだろうかと，大検受検制度について話を聞いた時，悪意と羨望まじりに私自
身思ったものである。
　しかし，それでもこの制度自体について，資格審査をしろとか，合格率を下げうという考えは私
にはない。それは私自身，苦労した高校生活を送ったからであり，何もかも規則で縛るやり方は好
きではないからだ。何とかすべきは，偏差値教育や学歴社会の方だろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　参　考　文　献
「ウワサの大検ってなんだ？」安芸智夫著　JICC出版局，「学校の外で一受験産業・1兆円時代一」朝日新聞
平成元年9月14日～同23日連載
（商学部4年　吉永　明）
　「体罰について」
　数年前から，体罰という問題が取り上げられている。これについて，種々な論議が交わされてい
るが，現場では以前に比べてあまり変革をとげたとはいい難いのが現状である。
　学校教育法の中では，体罰について第11条で「学生生徒の懲戒一校長及び教員は，教育上必要が
あると認めるときは，監督庁の定めるところにより，学生生徒及び児童に懲戒を与えることができ
る。但し，体罰を加えることはできない」と述べられている。このように，明確に示されているに
もかかわらず，体罰は最近増加傾向にあるといわれている。
　それは，何が原因となっているのだろうか。結論から言えぽ，口で注意しても分からないから，
体で分からせるのだという理論だろうが，やはり生徒の人権というものを考え，人権教育を目指す
ならぽ，言葉で分かる人間関係をつくらなけれぽならない（1）。教育とは学問のみを教え込むもので
はない。教育には愛情が必要なのである。体罰は愛情であるという見解を示す人もいるが，果たし
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て，生徒が体罰によって愛情を学ぶかどうかということが問題である。
　教師は，自分の位置を自覚しつつ，生徒と共に成長していくのだという意識を持つ必要があるの
ではないだろうか。
　現在，生徒達が変化していく中で，生徒を理解できなくなり，学校をやめていく教師も数多い。
文部省の教員異動調査によると，今の教師がどんな悩みを持ち，どんな動機でやめていくのかに
は，2つのパターソがあるという。まずは，情熱的なベテラン先生が，生徒の理解に苦しみ，生徒
との断絶を感じてやめていくというもの，そしてもう1つは，それまでわき道にそれず，勉強1本
で来た真面目な若い先生達が，子供のことを理解する幅広い目を持っていないため情熱だけがカラ
回りし自信を失ってしまうというものである（2）。これらの問題は生徒の変化だけが原因ではないで
あろうと思う。それよりも先に，教師の職員室での人間関係が変化しているのではないだろうか。
人間関係で悩む先生が増え，それが退職理由として挙げられるようになり，管理教育に反発して私
塾を開く人，予備校に魅力を感じて転職する人が増えていることからも考えられると思う。
　そして，行き過ぎた体罰として問題となる教師には，真面目な先生，教育熱心な先生と評価され
ていた人達が多いことに驚きを感じる。その背景に，大変従順な教師，職員室の常識を疑いなく受
け入れてしまう教師の籐を見ることはできないだろうか。時として，体罰が善であるという雰囲気
の職場で，体罰を否定することは，人間関係を崩すことにもつながってしまいかねない。実際，体
罰否定論者でも教師になると，体罰を強要されるケースがあるという話を耳にしたことがある。そ
れは職員室内が個人を殺さなくては人間関係を保てない状況に陥っていることを示しているのでは
ないか。このように，大人達の人間関係が殺伐としたものとなってしまっているのである。子供社
会は大人社会の影響を受けて形成されることを忘れてはならないと思う。
　そして，大人社会の人間関係の崩壊と共に問題になっているのは，教師の生徒に対する人権の認
識の甘さではないだろうか。教師は生徒を指導する立場にあるが，それは教師が全てにおいて善で
あるということではないと思う。その管理主義の体制が，生徒の人権を無視するという形となって
表われているのではないかと思う。そして，その根源となっているのは，学歴社会における競争原
理と序列主義である。今，多くの生徒が学校から落ちこぼれているといわれる。そこで，教師は人
間が本来持っている知的な探求心，好奇心を起こさせるような授業をしなければならない。それに
は，根本的な目標を替えなくてはならない。子供に，勉強ができないという劣等感ではなく，自分
でやりぬくことができるという自信をつけてあげることが大切である㈹。それにより，「全ての国
民は，法律の定めるところにより，その能力に応じて等しく教育を受ける権利を有する」という真
に教育を受ける権利を生徒がもつことになるのである。これらの実現により体罰に対する意識の改
革がもたらされるだろう。体罰から学ぶものは愛情ではない。体罰から子供が学ぶのは，力には屈
するという服従の原理であり，侮辱から学ぶのは，人間の中にはバカにしてもいい人がいるという
差別の原理なのであるω。
　後を絶たぬ体罰の裏には，このように，厳しすぎる校則，意欲や自覚のない教師，硬直的閉鎖的
な体質などの種々な問題がある。地域や社会からの批判が学校や教師に向けられているが，教師と
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学校，保護者と地域とは信頼関係，協力関係で結び付いていなくてはならない。しかし，学校教育
の画一性，硬直性，閉鎖性に厳しい批判が寄せられ，成績重視の体制や管理教育により，学校や教
師の権威が薄らいでいる今日，失われた信頼を取り戻すためには何を行っていくべきだろうか。
　先ず，教育活動の活性化が行われなくてはならない。先に述べたように成績重視に陥らないよう，
競争原理，序列主義を排除して，楽しい学校，分かる授業の充実，1人1人を大切にする教育を徹
底させることが大切である。そして又，開かれた学校の実現に向けて地域に根ざす教育の充実，地
域活動への積極的な参加，学校開放の具体化などを行い，保護者や地域との信頼関係を取り戻さな
くてはならない。それと共に教職員の意識の変革が必要となってくる。教師は常に自分を戒めなが
ら生徒と接しなくてはならない。
　これらが共に実現されてこそ現状の改革が行われるものである。これらの要素が互いに絡み合い
現在の状況が造られているのであるから，これらを少しずつ正していくことによって体罰のみでな
く，今学校が抱えている種々な問題が改善の方向へ向かい，失われた信頼を取り戻すことができる
のではないだろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参　考　文　献
（1）　遠山　啓「序列主義と競争原理」太郎次郎社
（2）　天日隆彦「先生も中退します」読売新聞　1989年8月13日
（3）遠山　啓　前掲書
（4）　「体罰に挑んだ母親の三年」読売新聞　1989年9月3日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（農学部農業経済学科3年　吉沢　裕子）
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（7）スラッキン，W．「刻印づけと初期学習」園田富雄訳，川島書店
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AStudy　on　the　New　Images　of　Fathers　and　Mothers
一asumma「y一
Hiromu　Kishimoto
　　　Japanese　traditional　images　of　the　father　and　the　mother，　the　so－called　honored
father　and　the　af〔ectionate　mother，　easily　collapsed　after　the　Japanese　defeat　in　the
Second　World　War．　Some　people　say　that　Japanese　children　are　now　being　raised　by
“two　mothers”，　because　fathers　have　lost　their　self－con丘dence　and　only　followed　their
wives　in　regard　to　their　childrearing．　In　fact，　however，　parents　seem　to　be　searching
for　a　new　ideal　image　of　the　father　and　the　mother　that　suits　the　present．　In　this
study，　I　will　pursue　the　ideal　image　of　the　father　and　the　mother　in　the　rapidly　inter－
nationalizing　society　of　the　apProaching　21　st　century．
　　In　part　I，　I　gave　some　consideration　to　the　following　points：Japan　is　not　the　only
country　where　a　new　image　of　the　father　and　the　mother　is　being　sought．　A　compara－
tive　study　by　Bronfenbrellner，　for　example，　shows　that　in　the　United　States　the　father
and　mother　with　strong　personalities，　or“two　fathers”，　as　it　were，　educate　their　child－
ren　to　have　a　strong　spirit　of　independence．　On　the　other　hand，　in　the　Soviet　Union，
due　to　the　absence　of　the　father　in　family　caused　by　their　migrations　to　distant　dist－
ricts　or　active　services　at　the　front　or　death　in　continuing　battles，　children　have　been
reared　by　affectionate　mothers　alone．　Thus，　Japanese　upbringing　style　draws　a　sha叩
contrast　with　that　of　the　U．　S．　A．　The　Soviet　style　Seems　to　be　midway（a　little　closer
to　Japan）between　those　of　the　former　two　countries．　Each　of　these　three　countries
has　its　own　serious　problems　at　present。
　　　　In　part　II，　consideration　was　given　to　the　great　importance　of　the　relationship
between　mother　and　her　newly・born　baby　based　on　the　studies　of　wild　or　isolated
children　and　those　children　rece董ved　into　orphanages　because　their　mothers　died　in
childbirth．　Children　raised　without　affection　tend　to　be　spoiled　whether　the　rearing
be　systematiC　Or　nOt．
　　　　Then，　what　are　the　influences　on　children　by　the　above　mentioned　types　of　mothers，
absence　of　mothers，　and　substitute　mothers　P　To　understand　clearly　these　points，　various
experiments　have　been　attempted　by　using　some　animals　because　it　is　impossible　to
use　human　beings．　Particularly，　some　suggestions　have　been　given　by　the　experiments
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conducted　by　Lorenz　on　the　early　leaming　of　newbom　chicks　of　nidifugous　b三rds　and
by　a　comparative　study　by　Harlow　by　using　substitute　models　of　mothers，　for　example，
making　a　wire　or　cloth　model　mo且key．　Certain　learnings　from　mothers　immediately
after　birth　Inay　determine　the　courses　of　their　children’s　lives，　a　mother，s　absence
during　the且rst　six　months　of　her　child’s　birth　have　a　decisive　efEect　on　the　monkey’s
sexual　behavior　in　its　adolescent　days－I　have　found　these　studuies　most　interesting．
The　studies　in　Japan　on　Japanese　monkeys　are　said　to　be　on　the　international　level
as　to　these　subjects．　The　aim　of　this　paper　is　to　make　a　foundation　for　further　study
by　arranging　the　above　studies　according　to　themes．
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